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崖を跨ぐ鉄道として明治末期に敷設された「余部
鉄橋(兵庫県香美町）」は、複雑に入り組んだ海岸と
人との共生を象徴したものでした。平成22年にJR
山陰本線「余部橋梁」として掛け替えられましたが、
鉄橋の一部を残した展望施設「空の駅」が完成、こ
こからの大パノラマは訪れる人々を魅了します。令
和元年度に「日本海の風が生んだ絶景と秘境－幸
せを呼ぶ、霊獣・麒麟が舞う大地『因幡・但馬』」
のストーリーで日本遺産に認定されました。
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ふるさとものづくり支援事業
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南阿蘇鉄道株式会社

外部専門家活用助成
令和 4 年度 地域再生マネージャー事業
鹿児島県知名町（連携先：北海道利尻町）

まちなか再生支援事業
大阪府門真市／香川県三豊市

令和 3 年度 ふるさと企業大賞
22 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
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株式会社松島蒲鉾本舗 代表取締役社長　朱　二太 氏 

24 宮城県多賀城市  深谷晃祐市長に聞く 
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20億人市場見据え、
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那覇空港ビルディング株式会社 代表取締役社長　安里 昌利 氏 

28 沖縄県  玉城デニー知事に聞く
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さわやかな酸味と糖度の高いパイナップル

デコポンの鹿児島限定の品種
「大将季」

に
と
っ
て
、
自
治
体
の
企
画
部
署
へ
の
支
援
に
携
わ
る
こ
と
は
、

未
知
の
世
界
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
事
業
や
先
進
自
治
体

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
お
け
る
企

画
の
在
り
方
や
発
想
方
法
に
触
れ
る
機
会
を
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
財
団
へ
の
出
向
に
よ
り
、
様
々
な
自
治
体
の
取
組
み
を

見
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
知
識
や
発
想
や
事
業
手
法
、
担

当
者
の
想
い
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
苦
労
が
あ
る
中
、
自
治
体
の
将
来
に
向
け
て
今
考
え

得
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
目
に
し
、
多
く
の
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。
特
に
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
研
究
会
で
行
っ

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
先
進
自
治
体
の
内
部
の
キ
ー
マ
ン
か
ら
お

話
を
伺
い
、
注
目
さ
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
に
は
、
実

現
に
向
け
た
知
識
や
人
脈
は
も
ち
ろ
ん
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

初
め
て
九
州
を
飛
び
出
し
、
東
京
へ
転
居
し
、
移
動
手
段
は
自

家
用
車
か
ら
地
下
鉄
へ
変
わ
り
ま
し
た
。
長
く
田
舎
暮
ら
し
だ
っ

た
こ
と
や
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
だ
っ
た
た
め
、
メ
イ
ン
の
移
動
方
法

が
鉄
道
と
徒
歩
に
な
る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
し
ば
ら
く
あ
り
ま
し

た
。
少
し
歩
け
ば
、
テ
レ
ビ
で
観
た
こ
と
の
あ
る
場
所
や
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
も
多
く
、
車
移
動
を
し
て
い
た
こ
ろ
よ
り
も
歩
く

習
慣
が
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
財
団
で
働
く
期
間
も
折
り

返
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
見
た
こ
と
や
経
験
し
学
ん
だ

こ
と
を
、
南
大
隅
町
に
戻
っ
て
生
か
せ
る
よ
う
残
り
の
期
間
も
努

め
て
い
き
ま
す
。
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世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
か
ら
、二
年
余
り
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
人
々
の
移
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
が
制
約
さ
れ
、
我
が
国
の
地
域
社
会
で
も
、
成
長
著
し
か
っ

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
消
失
、
消
費
の
縮
小
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

な
ど
、
経
済
活
動
の
減
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た

だ
、コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
社
会
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
モ
ー
ト
化
、
三

密
の
回
避
等
を
通
じ
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
日
常
活
動
に
も

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ

き
は
、
こ
れ
ら
の
変
革
が
、
地
域
社
会
に
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な

活
性
化
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
す
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
潮
流
に

つ
い
て
、
3
つ
の
例
を
通
し
て
論
述
し
て
み
た
い
。

ま
ず
第
1
は
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ワ
ー
ク
と

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
観
光
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
等
非

日
常
の
場
に
お
い
て
、
休
暇
を
と
り
つ
つ
テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
仕

事
を
行
う
過
ご
し
方
を
言
う
。
我
が
国
で
は
、
従
来
「
働
き
方
改
革
」

の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
テ
レ
ワ
ー
ク

の
普
及
を
機
に
、
各
地
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
観
光
需
要
減
少
の
補
填

策
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て
そ
の
導
入
に
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
我
が
国
で
は
こ
う
し
た
就
業
ス

タ
イ
ル
に
つ
い
て
な
じ
み
が
薄
い
だ
け
に
、そ
の
普
及
・
定
着
に
は
、

利
用
者
と
な
る
企
業
や
そ
の
従
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
入
地
域
側
で
企
画
・
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

第
2
は
「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。
近
隣
へ
の
一
泊
・
日
帰
り

旅
行
、
い
わ
ゆ
る
近
場
観
光
で
あ
る
。
近
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増

大
等
に
よ
り
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
海

外
・
国
内
と
も
移
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
移
動
の
少
な
い
手
軽
な
観

光
と
し
て
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。
観
光
地
側
と
し
て
も
再
活
性

化
の
好
機
で
あ
り
、
宿
泊
等
滞
在
型
観
光
へ
の
展
開
や
リ
ピ
ー
タ
ー

確
保
等
が
再
生
の
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

そ
し
て
第
3
は
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」。
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
各
地

で
行
わ
れ
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
で

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
モ
ー
ト
化

等
を
契
機
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
す
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
日
常
活
動
の
変
革
は
、
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
地
域
活
性
化

の
道
を
拓
き
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
ど
の
地
域
も
創
意

工
夫
次
第
で
地
域
活
性
化
を
実
現
し
得
る
好
機
を
迎
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、各
地
域
は
知
恵
と
活
力
を
結
集
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
先
に
あ
る
未
来
に
踏
み
出
す
好
機
で
は
な
か
ろ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
見
え
る
未
来
　 

地
域
活
性
化
の
新
潮
流

東
洋
大
学
大
学
院
公
民
連
携
専
攻
　
客
員
教
授
　
金
谷 

隆
正 

随
感
随
筆
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ふ
る
さ
と
融
資
は
制
度
創
設
以
来
、
何
度
か
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
た
政
府
の
重

要
施
策
に
沿
う
形
で
あ
っ
た
り
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
か
ら
の
要
望
や
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
時

代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
経
済
や
金
融
動
向
に
応
じ
た
り
、
と
様
々
で
す
が
、
そ
の
根
本
に
は
地
域
に
お
け
る
民
間
活
力
に
資

す
る
ふ
る
さ
と
融
資
を
拡
充
し
、
よ
り
幅
広
く
活
用
頂
け
る
よ
う
に
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
よ
り
、
以
下
の
通
り
制
度
改
正
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
積
極
的
に
活
用
し
て
頂
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
は
、

今
や
日
本
の
み
な
ら
ず
国
際
的
な
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
10
月
に
菅
前
総
理
に
よ
る
政
府
の
「
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」︵
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
︶
や
２
０
３
０
年
度
目
標
︵
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
２
０
１
３
年
度
比
㆕⓺
％
減
︶
の
実
現
が
重
要

施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
脱
炭
素
に
よ
る
地
域
の
魅
力

と
質
を
向
上
さ
せ
る
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
地
域
の
民
間
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
脱
炭

素
関
連
事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
民
間
事
業
者
を
積
極
的

に
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
ふ
る
さ
と
融
資
の
利
活
用
を
推
し
進
め
、
地
域

の
民
間
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業

者
に
と
っ
て
、
更
な
る
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
脱
炭
素
関
連
事
業
に
係
る
特
例
措
置

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」︵
令
和
3
年
法
律
第
5㆕
号
︶
に
基
づ
き
市
町
村

が
認
定
す
る
「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
※
１
及
び
令
和
４

年
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
基
づ
き
、
国

の
出
資
等
に
よ
り
設
立
予
定
の
㈱
脱
炭
素
化
支
援
機
構
※
２

が
出
資
等
を
行
う
民
間
事
業
者
の
事
業
に
対
し
て
、
ふ
る
さ

と
融
資
の
最
も
高
い
融
資
比
率
︵
㆕5
％
︶
及
び
融
資
限
度
額

︵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
は
最
大
１
０
１
・
２
億
円
、
そ
の

他
市
町
村
は
最
大
25
・
3
億
円
︶
を
適
用
し
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
雇
用
要
件
に
つ
い
て
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
事
業
に
適
用
し
て
い
る
特
例︵「
都
道
府
県
・

指
定
都
市
の
雇
用
件
1
人
以
上
」︶
を
適
用
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

制
度
改
正
の
目
的

制
度
改
正
の
概
要

※
１　

�　

地
域
資
源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
地
域
の
環
境
保
全
や
課
題
解
決
に
貢
献
す

る
仕
組
み
。市
町
村
は
、こ
の
事
業
を
推
進
す
る「
促

進
区
域
」
を
設
定
し
、
そ
の
区
域
で
事
業
認
定
を
受

令
和
４
年
度
か
ら
の
制
度
改
正
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資

（
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業
）

お
知
ら
せ
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②
雇
用
要
件
の
緩
和

ふ
る
さ
と
融
資
に
お
け
る
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
か
か

る
雇
用
要
件
に
つ
い
て
、
現
行
の
10
人
以
上
→
5
人
以
上
、

に
引
き
下
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
創
設
時
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
等
効
率
化
に
よ
る
従
業
員
数
の
減
少
な

ど
、
国
内
の
雇
用
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
中
で
、
都
道
府

県
・
指
定
都
市
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
融
資
が
使
い
や
す
く

な
る
よ
う
、
今
般
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③
償
還
期
間
の
延
長

ふ
る
さ
と
融
資
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
を
現
行
の
15
年
以

内
→
20
年
以
内
、
に
延
長
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
創
設
時
以
来
、
償
還
期
間
を
見
直
す
の
は

今
般
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
近
年

の
金
融
経
済
の
動
向
や
民
間
金
融
機
関
の
貸
付
実
績
等
を
踏

ま
え
、
15
年
以
上
の
融
資
条
件
と
す
る
民
間
金
融
機
関
が
増

え
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
ふ
る
さ
と
融
資
の
融
資
条
件
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
企
業
に
と
っ

て
も
借
り
入
れ
し
や
す
い
条
件
と
な
る
よ
う
見
直
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

◦  「2050 年カーボンニュートラル宣⾔」などを踏まえ、国の重要施策である「グリーン社会
の実現」に向けて、脱炭素事業に意欲的に取り組む⺠間事業者を積極的に⽀援。

◦   併せて、制度利⽤に係る利便性の向上を図り、ふるさと融資の利⽤を推進し、地域の⺠間投
資を促進。

❶ 脱炭素関連事業に係る特例措置

　市町村が認定する「地域脱炭素化促進事業」及び㈱脱炭素化⽀援機構※が出資等を⾏う⺠
間事業者の事業について、定住⾃⽴圏等と同様、最も⾼い融資⽐率、融資限度額とする。
　併せて、雇⽤要件についても、再⽣可能エネルギー電気事業に適⽤している特例（「都道
府県・指定都市」の雇⽤要件 1 ⼈以上）を適⽤する。

❷ 雇⽤要件の緩和

　都道府県・指定都市の雇⽤要件を「10 ⼈以上」⇒「5 ⼈以上」に引き下げる。

❸ 償還期間の延⻑

　貸付⾦の償還期間を「15 年以内」⇒「20 年以内」に延⻑する。

※　 ㈱脱炭素化⽀援機構は、国会に提出中の地球温暖化対策法改正法案が成⽴した場合に設⽴されるも
ので、令和 4 年 3 月末時点では設⽴は確定していません。

制度改正の⽬的

制度改正の概要

け
た
事
業
者
は
、
行
政
に
申
請
す
る
様
々
な
手
続
き

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。

※
2　

�　

㈱
脱
炭
素
化
支
援
機
構
は
、
国
会
に
提
出
中
の
地

球
温
暖
化
対
策
法
改
正
法
案
が
成
立
し
た
場
合
に
設

立
さ
れ
る
も
の
で
、
令
和
4
年
3
月
末
時
点
で
は
設

立
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
既
存
の
「
地
域
脱
炭
素

投
資
促
進
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
で
蓄
積
さ
れ
た
経
験
が

活
か
さ
れ
る
予
定
。
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通常の地域

過疎地域 
（みなし過疎地域含む）

離島地域
特別豪雪地帯 定住自立圏

連携中枢都市圏
東日本大震災被災地域※ 1

市町村が認定する ｢地
域脱炭素化促進事業」
㈱脱炭素化支援機構※ 3

が出資等を行う 
民間事業者の事業一般の

地域

地域再生 
計画認定 

地域
沖縄県 
区域

一般の
地域

地域再生計
画認定地域
沖縄県の 

区域

都
道
府
県
・
指
定
都
市

融資比率 35% 45% 45% ※ 2 45%

融資
限度額

通常の施設 42 52.5 54 67.5 67.5 ※ 2 67.5

複合施設 63 78.7 81 101.2 101.2 ※ 2 101.2

雇用 5 ⼈（再⽣可能エネルギー電気事業は 1 ⼈）以上 1 ⼈以上

そ
の
他
市
町
村

融資比率 35% 45% 45% 45%

融資
限度額

通常の施設 10.5 13.1 13.5 16.8 16.8 16.8

複合施設 15.7 19.6 20.2 25.3 25.3 25.3

雇用 1 ⼈以上

※ 1　岩手県、宮城県、福島県に限定
※ 2　但し、定住⾃⽴圏及び連携中枢都市圏に係る融資⽐率・融資限度額の引き上げ措置については都道府県は対象外。
※ 3　 ㈱脱炭素化⽀援機構は、国会に提出中の地球温暖化対策法改正法案が成⽴した場合に設⽴されるもので、令和 4 年

3 月末時点では設⽴は確定していません。

要件一覧（融資比率・融資限度額・雇用要件）

ふるさと融資（地域総合整備資金貸付事業）
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令和 3 年度  ふるさと融資事業について

　ふるさと融資は、都道府県や市町村が⾦融機関と共同して、地域振興に役⽴つ⺠間設備投資を⽀援するために、
⻑期の無利子資⾦を⺠間事業者等に融資する制度です。⾃治体が公益性、事業採算性等の観点から地域振興に寄
与すると判断した場合、新規雇⽤などの一定の条件を満たせば、原則としてあらゆる分野が融資対象となります。
　ふるさと財団では、令和3年度も3回に分けて、ふるさと融資（地域総合整備資⾦貸付）予定事業を決定しました。 
　令和 3 年度のふるさと融資では、新規事業 11 件、継続事業 1 件の計 12 件となっています。新たに発⽣する
設備投資総額は 125 億 9900 万円、雇⽤の増加は 265 ⼈、ふるさと融資貸付予定額は 37 億 1900 万円となり
ました 。
　ふるさと融資発足以来の新規事業件数は、累計で 4,052 件、ふるさと融資額は約 1 兆 213 億円に達しました。
また、およそ 171 千⼈の新規雇⽤が創出されました。
　事業分野別では、「交通・通信基盤整備」分野が件数で全体の 41.7%、融資額において 61.4% を占めたことに続き、

「文化・教育・医療・福祉」分野がそれぞれ 33.3%、19.7% を占めました。
　事業内容は、「交通・通信基盤整備」分野では、⻑距離フェリーターミナルの整備、航空機購入、バス営業所整備等、
交通関連の設備拡充・整備が中心であり、1 件あたりふるさと融資⾦額は⽐較的大きくなっています。「文化・教育・
医療・福祉」分野は、介護・障がい者福祉施設の整備等であり、コロナ禍において注力すべき分野であります。
　その他「都市基盤施設整備」分野では、オフィスビル新築・商業施設改修であり、件数で 16.7%、融資額では
10.3% を占めています。一方、「リゾート・観光振興」分野は、コロナ対応等により、案件が延期・見合わせとなり、
申請はありませんでした。

令和３年度ふるさと融資予定事業 （単位：件、⼈、百万円）

事業件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額
12 265 12,599 3,719

（ 　1 ） － － (　 691 )
（注）（　）内は、うち過年度からの継続事業　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

事業分野別　内訳 （単位：件、⼈、百万円）

事業分野 件数 雇用増 設備投資
総額

本年度貸
付予定額

Ａ 交通・通信等基盤整備
5 52 6,130 2,283

（ 　1 ） － 0 （ 　691 ）

Ｂ 都市基盤施設整備
2 82 983 382

（ 　0 ） － 0 （　　  0 ）

Ｃ  地域産業
振興

Ｃ 1 
第 1 次産業系

0 0 0 0 
( 　0 ) － 0 (　　  0 )

Ｃ 2 
第 2 次産業系

1  6 2,882  320
( 　0 ) － 0 (　　  0 )

Ｃ 3 
第 3 次産業系

0 0 0 0
( 　0 ) － 0 (　　  0 )

小　　計
1  6 2,882  320

( 　0 ) － 0 (　　  0 )

Ｄ リゾート・観光振興
0 0 0 0 

( 　0 ) － 0 (　　  0 )

Ｅ 文化・教育・医療・福祉
4 125 2,604 734

( 　0 ) － 0 (　　  0 )

合　　計
12  265 12,599  3,719

( 　1 ) － 0 ( 　691 )
（注） （　）内は、うち過年度からの継続事業

雇⽤増、設備投資総額は新規分のみの計

令和３年度ふるさと融資予定事業 （単位：件、⼈、百万円）

事業分野別　内訳 （単位：件、⼈、百万円）

Ａ
5 件

（41.7%）

     Ａ
2,283 百万円
   （61.4％）

Ｂ
2 件

 （16.7%）

Ｅ
734 百万円

　（19.7%）

1 件
（8.3%）

B

320 百万円
（8.6％）

Ｅ
4 件

（33.3％）

Ｃ2

Ｃ2

382 百万円　
　（10.3%）

■ Ａ 交通・通信等基盤整備
■ Ｂ 都市基盤施設整備
■ Ｃ2 第 2 次産業系
■ Ｅ 文化・教育・医療・福祉

貸付予定額
（計3,719百万円）

件数
（計12件）

令和３年度 ふるさと融資
事業分野別構成比



①
牧
之
原
市
の
紹
介

相
良
町
と
榛
原
町
の
合
併
に
よ
り
平
成
17
年
に
誕
生
し
た

牧
之
原
市
は
、
静
岡
県
の
中
部
南
に
位
置
し
て
お
り
、
東
は

駿
河
湾
に
面
し
た
弓
な
り
の
海
岸
線
が
伸
び
、
南
は
静
岡
県

最
南
端
で
あ
る
御
前
崎
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
市
の
北
西
部

に
あ
る
台
地
に
は
一
面
の
大
茶
園
が
広
が
っ
て
お
り
、
見
渡

す
限
り
の
深
緑
の
茶
樹
と
そ
の
奥
に
見
え
る
富
士
山
が
印
象

的
で
す
。
人
口
は
約
4
万
３
千
人
を
擁
し
、
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

古
く
は
江
戸
時
代
、
田
沼
意
次
公
が
大
名
と
し
て
相
良
藩

の
領
地
を
統
治
し
、商
業
活
動
の
推
進
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、

江
戸
と
大
阪
を
結
ぶ
航
路
の
中
継
地
と
し
て
発
展
し
栄
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に
は
牧
之
原
地
区
を
中
心
に
茶

生
産
が
始
ま
り
、今
に
続
く
大
茶
園
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
は
、
牧
之
原
市
を
代
表
す
る
お
茶
や
各
種
園
芸
作
物

な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
果
物
・
果
樹
の
栽
培
を
行

っ
て
い
る
農
園
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
牧
之
原
地
域
は
深
蒸

し
茶
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
の
製
法
や
伝
統
は
現
代
ま
で
受

け
継
が
れ
、
今
の
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
な

気
候
を
活
か
し
た
果
物
・
果
樹
栽
培
は
糖
度
の
高
さ
が
特
徴

で
あ
り
、
イ
チ
ゴ
を
は
じ
め
、
ぶ
ど
う
や
メ
ロ
ン
と
い
っ
た

各
農
園
自
慢
の
一
品
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

工
業
は
、
自
動
車
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
平
成
６
年
に
ス

ズ
キ
の
自
動
車
工
場
が
で
き
た
こ
と
で
、
市
の
北
西
部
に
工

業
地
帯
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
牧
之
原
市
の
人
口
１

人
あ
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
は
県
内
２
位
を
誇
り
、
周
辺
地

域
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

牧
之
原
市
で
は
、
来
年
令
和
５
年
度
か
ら
の
第
３
次
総
合

地
域
の
特
色
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　ふるさと融資は、地域振興に資する民間投資を支援するために都道府県
または市町村が長期の無利子資金を融資する制度であり、ふるさと財団で
は案件の調査、検討や貸出実行等について、協力しています。
　今号では、人工造波装置を利用した国内初の本格的サーフィン施設の新
設について、牧之原市が融資した事例をご紹介します。

事業者 Surf Stadium Japan株式会社

ふるさと融資事例の紹介

事業地   静岡県 牧之原市
■ 事業費：1,720 百万円 
（内ふるさと融資：525 百万円）

■新規雇用増： 20 名
■貸付団体：牧之原市
■予算年度：令和 2 年度

牧之原市

静岡市

施設内併設のハワイアンレストラン



計
画
ス
タ
ー
ト
の
た
め
、
見
直
し
と
策
定
を
進
め
て
い
る
只

中
で
す
。
地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て

牧
之
原
市
の
海
岸
は
海
水
浴
場
と
し
て
の
人
気
が
高
く
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
名
所
と
し
て
も
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
東
京
五
輪
２
０
２
０
に
て
サ
ー
フ
ィ
ン
が
正
式

な
競
技
と
し
て
認
め
ら
れ
、
全
国
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
に
対
す

る
機
運
が
高
ま
る
と
、
牧
之
原
市
で
も
同
様
に
サ
ー
フ
ィ
ン

人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

静
波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
こ
れ
を
後
押
し
す
る
形
で
完

成
し
、
国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
か
ら
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
のSurf Stadium

 Japan

株
式
会
社
は
、

２
０
１
９
年
３
月
に
静
岡
県
牧
之
原
市
に
設
立
さ
れ
、
人
口

造
波
プ
ー
ル
の
実
現
性
の
検
証
・
企
画
・
造
成
・
運
営
を
担

う
新
会
社
で
す
。
設
立
後
た
だ
ち
に
事
業
計
画
を
策
定
し
各

種
許
認
可
取
得
業
務
を
進
め
る
と
と
も
に
、
海
外
造
波
メ
ー

カ
ー
の
選
定
・
契
約
締
結
交
渉
な
ど
を
経
て
具
体
的
な
施
設

全
体
の
設
計
を
開
始
し
、
２
０
２
０
年
２
月
に
工
事
着
工
と

な
り
ま
し
た
。

着
工
当
初
は
、
東
京
五
輪
２
０
２
０
の
開
催
が
迫
っ
て
お

り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
日
本
代
表
選
手
「
波
乗
り
ジ
ャ
パ
ン
」
や
、

牧
之
原
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
迎
え
た
米
国
代
表
選
手

の
大
会
直
前
の
練
習
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

早
期
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
工
期
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
東
京
五
輪

２
０
２
０
の
開
催
も
延
期
と
な
り
、
結
果
と
し
て
静
波
サ
ー

フ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
約
１
年
遅
れ
の
７
月
に
完
成
、
両
国
の
事

前
練
習
の
場
と
し
て
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
女
子
で
は

見
事
に
カ
リ
ッ
サ
・
ム
ー
ア
選
手
が
金
メ
ダ
ル
、
都
筑
有
夢

路
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
と
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る
お
手
伝
い

が
で
き
ま
し
た
。

本
施
設
は
、
日
本
で
は
初
の
多
彩
な
波
を
規
則
的
に
出
す

こ
と
が
可
能
で
、
初
心
者
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ま
で
満
足
す

る
約
80
種
類
の
造
波
が
可
能
で
す
。
自
然
の
波
は
気
象
条
件

に
よ
り
左
右
さ
れ
不
安
定
な
波
質
と
な
り
ま
す
が
、
当
施
設

は
最
新
技
術
を
使
用
し
た
造
波
装
置
に
よ
り
、
確
実
に
最
高

品
質
の
波
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ー

フ
ィ
ン
の
練
習
に
は
最
適
で
あ
り
、
初
心
者
が
短
期
で
独
り

立
ち
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
中
級
者
以
上
の
反
復
練
習
に
よ

る
不
得
意
部
分
の
克
服
や
競
技
選
手
の
集
中
的
な
合
宿
な
ど

に
よ
り
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
界
の
技
量
の
劇
的
な
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
フ
ィ
ン
プ
ー
ル
の
外
周
に
は
、
想
定
最
大
収
容
人
数

２
０
０
名
以
上
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が

併
設
さ
れ
て
お
り
、
サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
お
子
様

た
ち
が
波
の
出
る
施
設
で
水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。
安
全
性

に
つ
い
て
も
常
時
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
の
監
視
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
の
で
、
小
さ
い
お
子
様
も
安
心
し
て
波
に
慣
れ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
地
元
に
住
む
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

サ
ー
フ
ィ
ン
初
心
者
の
た
め
の
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
も
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
諸
般
の
体
制
が
整
え
ば
、
学
校
教
育
の
一
角

に
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
を
採
用
頂
き
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の
す
そ
野
人

口
の
拡
大
が
図
れ
る
と
共
に
将
来
の
国
際
的
な
サ
ー
フ
ァ
ー

の
輩
出
に
も
貢
献
で
き
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

本
施
設
は
、
開
業
以
来
旺
盛
な
需
要
に
支
え
ら
れ
直
近
ま

で
は
す
べ
て
の
予
約
が
完
売
の
状
況
で
し
た
。
冬
季
の
予
約

も
予
想
以
上
の
稼
働
率
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
特
に
関
東
圏

の
顧
客
の
来
訪
が
最
大
の
構
成
比
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
当
施
設
を
発
端
と
し
た
近
隣
の
ホ
テ
ル
・
民
宿
な
ど
の

宿
泊
需
要
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
料
飲
需
要
、
コ
ン
ビ
ニ
・

ス
ー
パ
ー
・
土
産
・
特
産
品
な
ど
物
販
需
要
も
拡
大
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
上
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
海
外
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
客
の
復
活
も
加
速
さ
れ
、
周
辺
経
済
圏
の
活
性

化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
更
に
テ
レ

ワ
ー
ク
の
定
着
や
自
然
回
帰
の
流
れ
に
も
乗
り
、
他
地
域
か

ら
の
移
住
や
長
期
滞
在
な
ど
の
新
規
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
一

助
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
に
よ
り
、

名
実
と
も
に
サ
ー
フ
シ
テ
ィ
牧
之
原
の
創
設
に
も
お
役
に
た

て
る
も
の
と
思
慮
い
た
し
ま
す
。

事
業
の
背
景

事
業
の
概
要

地
域
振
興
へ
の
期
待
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メインサーフエリア
当施設は東京オリンピックアメリカ代表の練習地
ともなった。様々な波形を再現することが可能
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手づくりのため、それぞれ微妙に形が異なる「南阿蘇鉄道あか牛せっけん」。左から「トロッコ列車ゆうすげ号」、「MT3010」、「MT2000 形」

熊
本
県
■
高
森
町 

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

Company Profile

南阿蘇鉄道株式会社
代 表 者▶代表取締役社長　草村大成（高森町長）
事業内容▶ 旧国鉄特定地方交通線の高森線を運営する南阿

蘇村・高森町など沿線自治体出資の第三セクタ
ー。鉄道事業、旅行業、広告業、記念グッズ等
製造･販売など

所 在 地▶ 〒869-1602 
熊本県阿蘇郡高森町大字高森1537-2

電 　 話▶0967-62-0058　

https://www.mt-torokko.com/

企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助
金を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです

ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成と発展を支援

特
産
品
で
珍
し
い
鉄
道
グ
ッ
ズ

「
手
づ
く
り
石
鹸
」
を
開
発
、

全
線
復
旧
支
援
と
期
待

　
雄
大
な
南
阿
蘇
の
自
然
の
中
を
走
る
ト
ロ
ッ
コ

列
車
で
知
ら
れ
る
南
阿
蘇
鉄
道
が
令
和
２
年
度
ふ

る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
、
鉄
道

グ
ッ
ズ
で
は
珍
し
い
女
性
向
け
の
新
商
品
を
開
発

し
ま
し
た
。特
産
の
あ
か
牛
の
脂
肪
を
素
地
に
使
っ

た
肌
に
や
さ
し
い
手
づ
く
り
の
石
鹸
で
す
。
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
未
だ
一
部
運
行
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
に
は
全
線
復

旧
し
ま
す
。
こ
の
手
づ
く
り
石
鹸
「
南
阿
蘇
鉄
道

あ
か
牛
せ
っ
け
ん
」
が
復
興
支
援
に
役
立
つ
こ
と

を
期
待
し
て
南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
鉄
道
課
営
業
主

任
の
山
本
英
明
氏
に
開
発
の
経
緯
や
ご
苦
労
を
伺

い
ま
し
た
。
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熊
本
地
震
で
ト
ン
ネ
ル
、
橋
に
甚
大
な
被
害

南
阿
蘇
鉄
道
は
昭
和
61
年
、
旧
国
鉄
高
森
線
を
引
き
継

ぐ
第
3
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
と
し
て
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

立
野
か
ら
高
森
ま
で
10
駅
、
17
・
７
㌔
㍍
の
ロ
ー
カ
ル
線

で
す
。
沿
線
住
民
や
学
生
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
全
国
の
観
光
列
車
の
先
駆
け
と
な
る
ト
ロ
ッ
コ
列

車
「
ゆ
う
す
げ
号
」
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
普
通
列
車

の
倍
の
時
間
を
掛
け
て
ゆ
っ
た
り
と
走
る「
ゆ
う
す
げ
号
」

は
、
阿
蘇
五
岳
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
観
光
客
の
人
気

列
車
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
間
乗
降
客
数
は
約
5
万
人

を
数
え
、
経
営
に
苦
し
む
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
が
多
い
中
で
開

業
か
ら
黒
字
を
計
上
し
て
お
り
、
健
全
経
営
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落

や
鉄
橋
橋
桁
の
損
傷
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
も
高
森
～
中
松
間
（
７･

１
㌔
㍍
）
で
の
部
分
運
行

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
復
旧
作
業
が
進
み
、
令
和
５

年
に
よ
う
や
く
全
線
復
旧
す
る
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

復
旧
作
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
新
た
な
鉄
道
グ
ッ
ズ
開

発
が
テ
ー
マ
に
な
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や
子
ど
も
向
け
の
鉄

印
帳
や
缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

な
ど
を
製
作
し
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

女
性
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
発
案

そ
ん
な
中
、
高
森
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
女
性
隊

員
か
ら
女
性
向
け
の
グ
ッ
ズ
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ト

ロ
ッ
コ
列
車
に
は
家
族
連
れ
で
乗
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で

す
が
、女
性
を
意
識
し
た
グ
ッ
ズ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鉄
道
会
社
で
は
な
か
な
か
思
い
つ
か
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

し
た
。

そ
こ
で
女
性
隊
員
を
中
心
に
新
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

固
め
る
話
し
合
い
を
始
め
、
町
内
で
手
作
り
石
鹸
を
製
作

し
て
い
る
会
社
の
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
元

特
産
物
を
活
用
し
た
肌
に
や
さ
し
い
「
手
づ
く
り
石
鹸
」

を
開
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

特
産
「
あ
か
牛
」
の
牛
脂
が
主
成
分

当
初
の
計
画
で
は
石
鹸
の
素
地
と
な
る
油
分
を
地
元
特

産
の
ナ
ス
（
肥
後
む
ら
さ
き
）
や
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
か

ら
抽
出
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
効
能
や
コ
ス
ト
面

か
ら
断
念
し
、
最
終
的
に
特
産
の
あ
か
牛
の
牛
脂
を
精
製

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
か
牛
は
熊
本
で
生
ま
れ
た
和

牛
の
一
種
で
褐
毛
和
種
に
分
類
さ
れ
、
柔
ら
か
い
赤
身
肉

と
ほ
ど
よ
い
脂
肪
分
が
特
徴
で
す
。
石
鹸
の
素
地
に
採
用

し
た
の
は
、
腎
臓
周
り
に
付
く
「
ケ
ン
ネ
ン
」
と
い
う
牛

脂
で
す
。
背
脂
な
ど
と
比
べ
溶
け
や
す
く
最
上
質
の
牛
脂

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
用
途
が
限
ら
れ
る
た
め
多
く
は

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
鹸
素
地
で
の
利
用
は
畜
産
農

家
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
元
特
産
品
の
新
た
な

活
用
方
法
に
も
繋
が
る
も
の
で
し
た
。

合
成
界
面
活
性
剤
は
使
わ
ず
、
真
っ
白
に
精
製
さ
れ
た

ケ
ン
ネ
ン
を
主
要
成
分
に
食
べ
て
も
美
味
し
い
オ
イ
ル
を

組
み
合
わ
せ
た
、
泡
立
ち
が
よ
く
お
肌
に
も
環
境
に
も
や

さ
し
い
天
然
素
材
の
「
あ
か
牛
せ
っ
け
ん
」
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
方
々
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
手
指
消
毒
が
増
え
て
肌
荒

せっけんづくり

▲�
合成界面活性剤を使わない
「あか牛せっけん」は 1個 1
個手づくり。作り手の温か
さが伝わります

熊本生まれの和牛「あか牛」
から取った牛脂「ケンネン」
を精製し石鹸素地に

▶
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れ
し
た
人
の
肌
に
し
っ
と
り
と
し
た
効
果
を
与
え
ま
す
。

製
造
は
町
内
の
手
づ
く
り
石
鹸
を
製
造･

販
売
し
て
い

る
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
製
造
工
程
に
障
が
い
者

施
設
を
加
え
る
こ
と
で
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
も
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
「
根
子
岳
」
を
か
た
ど
っ
た
石
鹸
に

鉄
道
グ
ッ
ズ
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
は
ト
ロ
ッ
コ
列
車

「
ゆ
う
す
げ
号
」
と
普
通
列
車
「
Ｍ
Ｔ
３
０
１
０
」、「
Ｍ
Ｔ

２
０
０
０
形
」
の
形
状
を
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
新

幹
線
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ル
ム
と
違
い
、
ト
ロ
ッ

コ
列
車
を
曳
く
機
関
車
の
構
造
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の

末
、形
状
を
高
森
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
、

根
子
岳
に
変
更
し
ま
し
た
。
雄
大
に
広
が
る
根
子
岳
を
か

た
ど
る
こ
と
で
車
窓
か
ら
の
風
景
を
思
い
出
す
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

形
と
模
様
は
1
個
1
個
微
妙
に
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
手
づ
く
り
の
温
か
み
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て

南
阿
蘇
鉄
道
の
鉄
道
グ
ッ
ズ
ら
し
く
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車

「
ゆ
う
す
げ
号
」、
普
通
列
車
「
Ｍ
Ｔ
３
０
１
０
」、「
Ｍ
Ｔ

２
０
０
０
形
」
の
3
種
類
の
台
紙
を
入
れ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

し
て
お
り
、
こ
の
台
紙
は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

「
あ
か
牛
せ
っ
け
ん
」
は
1
個
１
０
０
㌘
で
１
２
１
０

円
（
税
込
み
）
と
少
し
高
め
で
す
が
、
復
興
へ
の
応
援
や

使
い
心
地
の
良
さ
か
ら
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
昨
年
２
月

の
販
売
開
始
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
１
年
間
の
販
売
量
は

５
５
０
個
に
上
り
ま
し
た
。
全
線
復
旧
が
予
定
さ
れ
る
令

和
５
年
度
は
年
８
０
０
個
ほ
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
通
勤
、
通
学
の
足
、
阿
蘇
観
光
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
南
阿
蘇
鉄
道
は
全
線
復
旧
で
再
始
動
し
、
鉄
道
フ
ァ

ン
ば
か
り
で
な
く
観
光
客
や
地
元
の
多
く
の
人
に
応
援

グ
ッ
ズ
と
し
て
、
そ
し
て
肌
に
や
さ
し
い
天
然
石
鹸
と
し

て
買
っ
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

根子岳を背に普通列車の倍の時間を掛けてゆっくりと走るトロッコ列車「ゆうすげ号」

本
町
は
、
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
〝
根
子
岳
〟
の
麓
に
位
置
し
、

阿
蘇
の
雄
大
な
自
然
環
境
や
大
自
然
の
恵
み
を
受
け
た
食
文

化
・
歴
史
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
、
田
園
風
景
の
中
を
走
行
す
る
南
阿
蘇
鉄
道
は
ト

ロ
ッ
コ
列
車
な
ど
本
町
の
観
光
振
興
に
お
け
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
全
線
復
旧
に
向
け
現
在
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
２
３
年
の
全
線
復
旧
を
見
据
え
、
南

阿
蘇
鉄
道
で
は
、
地
元
産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
『
南
阿
蘇

鉄
道
あ
か
牛
せ
っ
け
ん
』
を
開
発
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
地
域
資
源
に
な
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
観
光
資
源
の
創
出
・
地
域

産
業
振
興
の
為
、全
面
的
に
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全線復旧を待ちわびる愛称「南鉄」の山本英明さん。「あか牛せっ
けん」で復旧 ･復興応援の輪が広がることを期待しています

熊
本
県
高
森
町
政
策
推
進
課
政
策

企
画
係
兼
交
通
政
策
係
　
係
長
　

本
川 
宰
氏



地
元
探
訪
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仕掛け噴水「ウォーターパール」

上色見熊野座神社本殿

穿戸磐

トンネル内のイルミネーション

熊本市

https://town.takamori.kumamoto.jp/

高森町は九州のほぼ真ん中、熊本県の東端に位置する人口約6,000人の町です。
地域の交通手段や観光列車としての価値も高いローカル線「南阿蘇鉄道」の
発着駅があり、阿蘇五岳の1つ根子岳の麓で実り豊かな土壌と豊潤な水資源に
恵まれた「南阿蘇の奥座敷」と呼ばれています。

TAKAMORI

高森町

高森湧水トンネル公園
大量の出水により建設中止となった旧国鉄のトンネルを親水公園とし
て整備。掘削全長 2,055ｍのうち、550ｍを一般開放している。トンネ
ル内部の気温は遊歩道の間を流れる豊富な湧水の影響で年間を通して
17 度前後に保たれており、涼を感じることのできるスポットとなって
いる。また、トンネル最奥には水玉が不思議な動きをする仕掛け噴水
「ウォーターパール」などもあり、幻想的な雰囲気を味わうことが出来
る。入場料：中学生以上 300円、小学生 100 円、小学生未満無料

上
かみしきみくまのざじんじゃ

色見熊野座神社
伊
いざなぎのみこと
邪那岐命、伊

いざなみのみこと
邪那美命、石

いわぎみたいしょうぐん
君大将軍を祀る神社。鳥居から

境内まで約 100 基の石灯篭が並び、神秘的な雰囲気が漂う。
境内後方には健

たけいわたつのみこと
磐竜命の従者、鬼

きはちほ う し
八法師が蹴破ったといわれ

る縦横 10 ｍ以上の大風穴「穿
うげといわ
戸磐」があり、合格・必勝の

ご利益があると言われている。

高森殿の杉
南外輪山の中腹、九州自然歩道沿
いの牧野内にある巨大な杉。2本が
寄り添うようにそびえ立つ雄株と
雌株の巨大杉は夫婦杉とも呼ばれ、
縁結びにご利益があるとうわささ
れている。

面積▶175.06㎢
人口▶�6,100人（令和4年2月末現在）



鹿
児
島
県
知
名
町
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
５
４
６
㎞
南
に
あ

る
奄
美
群
島
の
南
西
部
に
あ
る
沖
永
良
部
島
に
位
置
し
、
北

は
東
シ
ナ
海
、
南
は
太
平
洋
を
隔
て
て
沖
縄
本
島
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
海
抜
２
４
５
ｍ
の
大
山
を
中
心
と

し
た
53
・
30 

㎢
の
面
積
の
中
に
、
５
７
０
０
人
ほ
ど
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
花
き
、
ば

れ
い
し
ょ
、
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
、
畜
産
な
ど
を
中
心
と
し
た

農
業
と
観
光
業
で
す
。

北
海
道
利
尻
町
は
、
北
海
道
の
北
端
・
稚
内
市
か
ら
西
方

約
53
㎞
の
日
本
海
上
に
あ
る
利
尻
島
の
西
南
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
標
高
１
７
２
１
ｍ
の
秀
峰
利
尻
富
士
を
中

心
と
し
た
76
・
49 

㎢
の
面
積
の
中
に
、
１
９
３
０
人
ほ
ど

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。基
幹
産
業
は
、利
尻
昆
布
や
ウ
ニ（
キ

タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
・
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
）
な
ど
の
養
殖
を
中

心
と
し
た
漁
業
と
観
光
業
で
す
。

利尻町

知名町
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令和 4 年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

　ふるさと財団では、地域再生に取り組む市町村等が各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部専門家
を活用する場合に、その費用の一部を助成する「外部専門家活用助成」を行っています。
　令和３年度からは、単独の自治体では解決が困難な課題を、複数の自治体で連携して解決することを目的として、
「広域連携事業」を実施しています。

　
鹿
児
島
県
知
名
町
と
北
海
道
利
尻
町
が
実
施
し
て
い
る
本
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
財

団
が
採
択
し
た
、
初
の
広
域
連
携
事
業
で
あ
り
、
両
町
に
お
い
て
不
足
す
る
人
材
等

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

知
名
町
の
概
要

利
尻
町
の
概
要

田皆岬（知名町）

鹿
児
島
県
知
名
町

（
連
携
先
）�
北
海
道
利
尻
町

関
係
人
口
と
地
域
の
担
い
手
獲
得
の

た
め
の
広
域
連
携
事
業

map



●
事
業
の
概
要

①
事
業
の
背
景
と
目
的
、
広
域
連
携
に
至
っ
た
経
緯

知
名
町
の
人
口
は
、
１
９
６
０
年
の
約
１
２
８
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
２
０
２
２
年
1
月
1
日
現
在
で
５
７
２
７
人
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
も
、

就
業
者
数
が
減
少
し
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
農
業
と
と
も
に

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
お
い
て
は
、
第
三
次
産
業
の
就
業

者
比
率
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
入
込
客
数
も
２
０
１
８
年

に
は
直
近
10
年
間
で
最
多
と
な
る
８
９
０
４
５
人
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
観
光
需
要
が
停
滞
し
、
団
体
ツ

ア
ー
客
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
個
人
旅
行
や
都
市

部
か
ら
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
し

て
い
く
か
が
、
今
後
の
観
光
の
在
り
方
に
お
け
る
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
知
名
町
に
は
、
①
地
域
に
お
け
る
産
業
の

担
い
手
不
足
、
②
新
た
な
観
光
の
形
の
確
立
と
い
っ
た
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
お
い
て
広
域
連
携
を
す
る

北
海
道
利
尻
町
で
も
同
様
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
を
中

心
と
し
た
担
い
手
不
足
（
漁
業
協
同
組
合
員
数
：
３
１
１
人

（
２
０
１
０
年
）、
２
０
３
人
（
２
０
２
０
年
）、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
、
新
た
な
観
光
形
態
の

確
立
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
町
と
も

に
離
島
地
域
で
あ
る
こ
と
、
基
幹
産
業
が
第
一
次
産
業
（
知

名
町
は
農
業
・
利
尻
町
は
漁
業
）
と
観
光
業
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。
共
通
項
が
あ
り
な
が
ら
も
、
基

幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の
繁
忙
期
が
異
な
る
（
知
名
町

の
農
業
：
10
〜
3
月
・
利
尻
町
の
漁
業
：
5
月
〜
9
月
）
こ

と
か
ら
、
広
域
連
携
を
形
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
広
域

で
連
携
し
、
両
町
に
訪
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
人
口
や
季
節

ア
ル
バ
イ
ト
（
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
）
な
ど
の
働
き
手
の
共
有

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
人
材
不
足
の
解
消
と
関
係
人
口
拡
大

に
伴
う
新
し
い
観
光
施
策
の
創
出
、
そ
れ
ら
の
人
材
に
よ
る

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
図
る
た
め
に
、
本
事
業
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

②
令
和
3
年
度
（
1
年
目
）
の
取
り
組
み

本
事
業
で
は
知
名
町
が
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

る
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
の
大
久
保
昌

宏
氏
を
外
部
専
門
家
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
大
久
保
氏
は
、

知
名
町
と
広
域
連
携
先
の
利
尻
町
に
過
去
数
年
に
渡
っ
て
深

く
入
り
込
み
な
が
ら
、
両
町
の
強
み
・
弱
み
を
分
析
し
、
両

町
の
共
通
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
主
な
取
り
組
み
と

し
て
4
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

1
つ
目
は
、
広
域
連
携
に
よ
る
人
材
獲
得
・
共
有
の
ス

キ
ー
ム
構
築
で
す
。
知
名
町
と
利
尻
町
、
両
地
域
の
関
係
各

所
と
の
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
定
常
的
な
打
ち
合
わ
せ
の
実

施
や
事
業
ス
キ
ー
ム
構
築
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
人
材
獲
得
・
共
有
の
た
め
の
ス
キ
ー
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
実
際
に
運
営
・

実
施
し
て
い
く
た
め
に
外
部
専
門
家
も
含
め
た
組
織
の
構
成

員
・
体
制
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
域
連
携
に
よ

る
地
域
産
業
の
受
け
皿
と
な
る
広
域
中
間
支
援
組
織
体
を
立

15   May 2022 vol.147

バレイショ
収穫

（知名町）

剥きウニ
（利尻町）

昆布干し
（利尻町）

バレイショ
（知名町）さとうきび

刈り取り
（知名町）
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令和 4 年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
広
域
中
間
支
援
組
織
体
で
は
、
知
名

町
の
農
業
、
利
尻
町
の
漁
業
、
両
町
に
お
け
る
各
領
域
で
の

不
足
人
材
の
確
保
を
目
的
と
し
た
人
材
の
受
け
入
れ
、紹
介
、

育
成
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
知
名
町
・
利
尻
町
の
両
地
域

を
往
来
す
る
中
長
期
の
働
き
手
を
獲
得
し
、
シ
ェ
ア
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、
町
外
・
島
外
企
業
と
の
協
働
関
係
づ
く

り
を
行
い
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
の
た
め
の
受
け
入
れ
体

制
構
築
も
目
的
に
活
動
し
ま
す
。

2
つ
目
は
、
受
け
入
れ
人
材
の
拠
点
整
備
の
た
め
の
調
査

で
す
。
上
記
1
つ
目
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
人
材
獲
得
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
を
図
っ
た
際
に
活
用
で
き
る
空
き

家
等
、
受
け
入
れ
人
材
の
拠
点
と
な
り
得
る
場
所
の
整
備
を

目
的
に
、両
町
の
空
き
家
を
調
査
し
ま
し
た
。

知
名
町
に
お
い
て
は
、
空
き
家
利
活
用
の
た

め
の
運
用
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
と
、
町
内
21
の

集
落
の
中
か
ら
重
点
的
に
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
く
集
落
を
選
定
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
り
得
る
空
き
家
の
利
活
用
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
し
た
。

3
つ
目
は
、
人
材
獲
得
に
向
け
た
情
報
発

信
で
す
。農
業（
知
名
町
）・
漁
業（
利
尻
町
）

を
軸
に
、
両
地
域
に
不
足
し
て
い
る
人
材
の

獲
得
に
向
け
、
各
地
域
の
基
本
情
報
や
地
域

特
性
な
ど
に
つ
い
て
、
各
種
広
報
Ｐ
Ｒ
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

4
つ
目
は
、
地
域
内
事
業
者
向
け
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
整
備
で
す
。
人
材
獲
得
後
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
含
め
た
伴
走
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
、
雇
用
元
と
な
る
地
域
内
事
業

者
に
懸
念
点
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、

持
続
的
に
人
材
を
活
用
す
る
た
め
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
令
和
4
年
度
（
2
年
目
）
の
取
り
組
み

主
に
５
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

1
つ
目
は
、
昨
年
度
事
業
に
よ
っ
て
構
築
し
た
広
域
中
間

支
援
組
織
体
と
人
材
獲
得
・
共
有
ス
キ
ー
ム
の
運
用
で
す
。

両
地
域
で
働
き
た
い
人
材
を
各
種
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
・
サ
イ

ト
等
を
通
じ
て
募
集
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
両
地
域
で
働

い
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
人
材
に
両
地
域
の
取
り
組
み
を
告
知

・
紹
介
し
、
人
材
登
録
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
両
地
域
で

担
い
手
・
働
き
手
を
求
め
て
い
る
事
業
者
の
登
録
を
進
め
、

両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
つ
目
は
、
人
材
の
受
け
入
れ
時
に
必
須
と
な
る
空
き
家

等
の
拠
点
整
備
ス
キ
ー
ム
の
運
用
で
す
。
昨
年
度
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
、
各
集
落
に
お
け
る
空
き
家
の
利
活
用
ス

キ
ー
ム
の
運
用
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
等
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

3
つ
目
は
、
人
材
獲
得
に
向
け
た
広
報
Ｐ
Ｒ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
で
す
。
併
せ
て
、
離
島
地
域
に
お
け
る
都
道

府
県
を
超
え
た
広
域
連
携
の
成
功
事
例
と
し
て
、
獲
得
人
材

に
対
す
る
取
材
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
取
り
組
み
自

体
の
注
目
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

4
つ
目
は
、
広
域
連
携
に
よ
る
物
産
品
交
流
と
新
た
な
産

品
の
創
出
で
す
。
昨
年
度
事
業
に
よ
っ
て
、
広
域
連
携
を
し

て
い
る
両
町
間
で
、
物
産
品
交
流
に
対
す
る
地
域
内
需
要
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
地
域
に
お
け
る

物
産
品
の
販
売
や
、
両
地
域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
新
た
な

産
品
創
出
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

5
つ
目
は
、
企
業
・
大
学
等
を
対
象
に
し
た
広
域
人
材

交
流
の
枠
組
み
づ
く
り
と
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
で
す
。

企
業
・
大
学
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
人
材
獲
得
（
企
業

に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
研
修
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
レ

ジ
ャ
ー
等
の
誘
致
、
大
学
等
の
教
育
機
関
に
は
、
ゼ
ミ
や
実

地
授
業
、
修
学
旅
行
等
の
誘
致
）
を
目
指
し
、
両
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
人
材
交
流
を
実
施
で
き
る
動
線
を
形

成
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
行
い
な

が
ら
、
両
町
を
回
遊
す
る
よ
う
な
企
業
人
材
や
大
学
生
等
の

獲
得
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
体
制
の
構

築
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

区長から空き家状況等のヒアリング

利尻町定住移住⽀援センターツギノバ

空き家の調査
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全
国
的
に
で
す
が
、知
名
町（
沖
永
良
部
島
）

と
利
尻
町
で
も
人
口
減
少
に
伴
う
高
齢
化
が
著

し
く
、
産
業
の
担
い
手
不
足
は
も
と
よ
り
、
働

き
手
も
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
地

域
（
集
落
）
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
文
化
の
保
存
や
伝
統
行

事
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

知
名
町
内
に
は
約
３
０
０
件
、
利
尻
町
内
に
は

約
１
５
０
件
の
空
き
家
が
点
在
し
、
特
に
老
朽

化
が
著
し
い
空
き
家
の
管
理
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、昨
年
度
、地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

事
業
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
関
係
人
口
創

出
と
地
域
の
担
い
手
獲
得
」
を
テ
ー
マ
に
、
似

た
よ
う
な
課
題
を
抱
え
る
知
名
町
と
利
尻
町
で

広
域
連
携
を
行
い
、
農
業
・
商
工
業
等
に
お
け

る
働
き
手
の
不
足
解
消
に
向
け
た
人
材
獲
得
や

空
き
家
の
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
利
尻
町
の
事
業
者
が
知
名
町
に
来
島
し
、

沖
永
良
部
島
の
特
産
品
や
景
勝
地
な
ど
を
視
察

し
、
利
尻
町
の
店
舗
に
お
い
て
沖
永
良
部
島

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
知

名
町
か
ら
利
尻
町
へ
の
視
察
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
相

互
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
は
専
門
人
材
や
集
落
と
更
に
連
携
を
図

り
つ
つ
、
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材
の
獲
得
、

空
き
家
の
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
沖
永
良
部
・
知
名
町
、
利
尻

町
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

知
名
町
　

企
画
振
興
課
　
係
長
　

坂
井 

輝
喜
氏

利
尻
町
　

総
務
課
　
主
事
　

岩
崎
　 

澪
氏

利尻町事業者による、知名町視察

空から⾒た利尻島

利尻町での沖永良部フェア

昇竜洞（知名町）

エラブユリ（知名町）

利尻町定住移住⽀援センターツギノバ



門
真
市
は
、
大
阪
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、
高
度
経
済
成

長
期
に
は
人
口
が
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、大
阪
都
心
部
か
ら
10
㎞
以
内
に
位
置
し
、京
阪
電
鉄
、

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
、
大
阪
メ
ト
ロ
が
乗
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

国
道
１
６
３
号
及
び
大
阪
中
央
環
状
線
、
近
畿
自
動
車
道
、

第
二
京
阪
道
路
等
に
よ
る
幹
線
道
路
網
が
形
成
さ
れ
る
等
、

大
阪
府
内
で
も
有
数
の
交
通
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
が
決
定
さ
れ
、
門
真

市
駅
か
ら
（
仮
称
）
瓜
生
堂
駅
ま
で
が
令
和
11
（
２
０
２
９
）

年
に
開
業
予
定
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
阪
神
高
速
淀
川

左
岸
線
の
延
伸
も
決
定
し
て
お
り
、
利
便
性
が
さ
ら
に
向
上

す
る
見
込
み
で
す
。

市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
令
和
22
（
２
０
４
０
）

年
以
降
は
8
万
人
を
下
回
る
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
令
和
27
（
２
０
４
５
）

年
に
は
40
％
を
超
え
る
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
基
幹
産
業
は
製
造
業
で
あ
り
、
金
属
製
品
、
生
産

用
機
械
器
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
電
気
機
械
器
具
な
ど

の
事
業
所
や
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
他
、
鋼
球
、
魔
法
瓶

や
医
薬
品
等
、
国
内
で
も
高
い
シ
ェ
ア
を
有
す
る
大
手
メ
ー

カ
ー
の
本
社
・
事
業
所
が
立
地
し
、
市
内
経
済
、
雇
用
の
源

泉
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

門
真
市
の
概
要
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ふるさと財団では、市町村が専門性を持った外部の人材（まちな
か再生プロデューサー）に委託し、まちなかを再生する事業に対し
て助成する「まちなか再生支援事業」を実施しています。この事業
では、まちなか再生に関わる様々な分野の専門家で構成されたアド
バイザリーボード委員が、まちなかの再生が行われている現地に実
際に赴き、現場を視察し、地元自治体やプロデューサー等に助言を
行う現地会議を開催しています。この会議を通じて、課題や目指す
べき方向性が明確になり、事業をより円滑に効率的に進めることができます。今回は令和３年度に大阪府門真市
と香川県三豊市が実施したまちなか再生の取組みと現地会議の様子についてご紹介します。

まちなか
再生支援事業

門真市駅前で開催されたワークショップ

ふるさと門真まつり
行政と市民が一丸となって開催される
夏の風物詩が、平成 29年に 10年ぶり
に復活しました。世代を超えて、約 5
万人の来場者が集まります。

https://www.city.kadoma.osaka.jp/

大阪市

門真市

大
阪
府
門
真
市



●
ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
対
象
で
あ
る
門
真
市
駅
周
辺
エ
リ

ア
は
、
周
辺
に
大
企
業
を
中
心
と
し
た
業
務
地
が
立
地
し
、

京
阪
電
鉄
や
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
、
国
道
１
６
３
号
及
び
大
阪

中
央
環
状
線
、
近
畿
自
動
車
道
が
交
差
す
る
交
通
結
節
点
で

あ
り
、
今
後
は
エ
リ
ア
の
南
側
に
大
規
模
商
業
施
設
が
新
た

に
開
業
し
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
を
控
え
る
な
ど
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
多
く
の
乗
降
客
や
通
勤
者
は
駅
周
辺
に
滞
在
す

る
こ
と
な
く
、
ま
ち
の
賑
わ
い
は
失
わ
れ
て
お
り
、
空
き
家
・

空
き
店
舗
が
多
く
、
駅
前
広
場
や
周
辺
の
公
共
施
設
は
老
朽

化
し
て
お
り
、
公
的
不
動
産
の
有
効
活
用
と
エ
リ
ア
価
値
向

上
を
い
か
に
連
携
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
リ
ア
の
周
辺
は
、
鉄
道
・
道
路
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
、
ま
ち
の
連
続
性
が
弱
く
、
徒
歩
・
自
転
車
等
で
の
往

来
が
不
便
で
あ
る
た
め
商
圏
が
広
が
り
に
く
い
と
い
う
地
形

的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
商
業
施
設
へ
の
集
客
効
果
を
ま
ち
の
賑
わ
い
や
エ

リ
ア
価
値
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
路
面
店
等
に
よ
る

賑
わ
い
の
連
続
等
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
へ
の
魅
力
創

出
を
行
う
に
あ
た
り
、
今
回
の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
　
代
表
取
締
役
　

馬ば

場ば 

正ま
さ
尊た
か

氏

●
今
年
度
の
取
組
み

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
エ
リ
ア
価
値
向
上

の
た
め
の
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
12
月
10

日（
金
）・
11
日（
土
）・
12
日（
日
）の
３
日
間
で
駅
前
広
場
、

駅
前
複
合
施
設
（
市
営
住
宅
・
ス
ー
パ
ー
等
）、
市
営
駐
車

場
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
エ
リ
ア
の
価
値
向
上

に
取
り
組
み
、
も
の
づ
く
り
×
ま
ち
づ
く
り
の
エ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
と
と
も
に
も
の
づ
く
り
企
業
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
、
企
業
間
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
社
会

実
験
を
通
し
た
民
間
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
発
掘
や
エ
リ
ア
の
回
遊

性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
市
内
外
の
住
民
を
エ
リ
ア
に
引
き

込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、学
生
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
カ
フ
ェ
を
空
き
店
舗
で
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
の

あ
る
若
者
世
代
を
中
心
に
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
空

き
家
・
空
き
店
舗
活
用
を
推
進
し
ま
し
た
。

今
後
、
民
間
が
使
い
や
す
い
公
共
空
間
・
公
共
施
設
再

整
備
の
検
討
と
し
て
、
都
市
再
生
整
備
計
画
を
策
定
し
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
エ
リ
ア
で
稼
ぎ
、
自
走
で

き
る
よ
う
都
市
再
生
推
進
法
人
化
を
目
指
し
た
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
ま
す
。

●
現
地
で
の
意
見
交
換

令
和
3
年
11
月
26
日
に
、ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、

ま
ち
な
か
再
生
専
門
家
チ
ー
ム
、
市
職
員
ら
が
参
加
し
、
ま

ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
、
仕
組
み
づ
く

り
や
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
門
真
市
立
公
民
館
に
て
現
地

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

企
業
城
下
町
か
ら
暮
ら
し
の
場
と
し
て
再
生
し
て
い
く
か
が

主
要
な
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
ま
ち
を

開
い
て
い
く
か
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
や
学
習
の
場
を

ど
う
創
っ
て
い
く
か
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
、
大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
、
モ

ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
、
門
真
プ
ラ
ザ
の
建
て
替
え
と
い
う
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い

く
か
の
道
筋
を
描
き
、
10
年
後
の
姿
を
住
民
に
示
し
、
住
民

と
共
同
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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今
回
の
事
業
対
象
地
区
と
な
っ
て
い
ま

す
門
真
市
駅
周
辺
エ
リ
ア
は
交
通
利
便
性

が
高
く
、
大
企
業
の
業
務
地
が
立
地
し
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
乗
降
客
は
駅
周
辺
エ

リ
ア
に
滞
在
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
が
多
く
、
エ
リ
ア
の
価
値
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
都
市
の
中
核
的
機
能
を
有
す
る
門
真
市
駅
周
辺
エ
リ
ア
に

お
い
て
、産
業
を
と
り
ま
と
め
、発
展
さ
せ
る
た
め
の
ハ
ブ
と
し
て「
稼
ぐ
力
」

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
地
会
議
に
お
け
る
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
の
方
々
の
ご
助
言
や
社
会
実
験
の
結
果
を
活
か

し
、
域
外
か
ら
資
金
を
稼
ぎ
、
働
き
暮
ら
す
人
々
が
地
域
商
業
や
暮
ら
し

の
場
で
お
金
を
落
と
す
、
働
き
住
み
続
け
た
く
な
る
職
住
近
接
の
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
価
値
の
向
上
を
促
す
ま
ち
な
か
再
生
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

門
真
市
ま
ち
づ
く
り
部
都
市
政
策
課
よ
り

門真れんこん
「幻のれんこん」とも言われている門真れ
んこんは、もっちりした触感が楽しめます。

薫
くんがいしょう

蓋 樟
樹齢 1000 年以上と言われる
国指定天然記念物の巨木。「大
阪みどりの百選」にも選ばれま
した。

砂子水路の桜
見頃の時期は 500 メートルある水路の両
岸に約 200 本のソメイヨシノが満開にな
ります。

平山 正和
課長



三豊市

高松市

香
川
県
三
豊
市

三
豊
市
は
、
平
成
18
年
に
旧
７
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
香

川
県
西
部
に
位
置
し
、
南
部
か
ら
南
東
部
に
か
け
て
は
山
間
地
、
北

部
に
は
桜
の
名
所
で
あ
る
紫
雲
出
山
を
有
す
る
荘
内
半
島
が
瀬
戸
内

海
に
伸
び
て
い
ま
す
。
沿
岸
部
に
は
、
父
母
ケ
浜
な
ど
の
美
し
い
海

岸
線
や
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
会
場
と
な
る
粟
島
を
始
め
と
し
た

島
し
ょ
部
も
み
ら
れ
ま
す
。

産
業
面
で
は
、香
川
県
内
で
も
有
数
の
出
荷
額
を
誇
る
農
業
の
ほ
か
、

製
造
業
で
も
全
国
有
数
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、父
母
ケ
浜
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、

年
間
来
訪
者
５
０
０
０
人
の
浜
が
46
万
人
を
超
え
る
香
川
県
を
代
表

す
る
一
大
観
光
地
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
絶
景

を
生
か
し
注
目
を
浴
び
る
一
棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
な
ど
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
活
発
か
つ
積
極
的
な
取
組
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
令

和
元
年
に
は
約
１
９
３
万
人
の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ
、
観
光
の
産

業
化
へ
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

三
豊
市
の
概
要
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まちなか再生支援事業

父母ケ浜（提供：三豊市観光交流局）
南米ボリビアのウユニ塩湖のような幻想的な鏡張りの景色が見られると話題を呼んでいます。

紫雲出山の桜
（提供：三豊市観光交流局）
四季折々の花を見ること
が出来る紫雲出山は、国
内外のメディアでも取り
上げられています。

瀬戸内国際芸術祭の作品
粟島は瀬戸内国際芸術祭の会
場にもなっています。

造船用ドック
造船所跡地に残る２基の
ドックでは旅客船やフェ
リー、小型タンカー、漁船
など、数多くの船舶を供給
してきました。

粟島海洋記念館
日本初の海員養成学校の
跡地です。昔の船舶機器
の展示などノスタルジッ
クな雰囲気があります。

https://www.city.mitoyo.lg.jp/



●
ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

三
豊
市
の
市
域
全
体
に
お
け
る
人
口
密
度
が
、
平
成
27
年

時
点
で
約
２
９
４
人
／
㎢
で
あ
る
が
、
詫
間
庁
舎
周
辺
区
域

の
人
口
密
度
は
１
９
４
５
人
／
㎢
と
、
比
較
的
人
口
密
度
が

高
い
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
域
内
に
は
公
共
施
設
が
集
積
し
て
い
る
も
の
の
、
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
周
辺
の
浪
打
八
幡
宮
の
参
道
を
軸

と
し
た
商
店
街
も
空
き
家
・
空
き
店
舗
が
点
在
す
る
な
ど
、

建
替
え
等
に
よ
る
再
配
置
と
エ
リ
ア
全
体
の
整
備
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
取
得
し
た
造
船
所
跡

地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
減
退
、

地
域
産
業
の
担
い
手
不
足
や
父
母
ケ
浜
訪
問
者
以
外
の
観
光

消
費
の
低
迷
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

東
京
大
学
　
准
教
授
　

川か
わ

添ぞ
え 

善よ
し

行ゆ
き

氏

●
今
年
度
の
取
組
み

市
の
都
市
整
備
課
と
川
添
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
造
船
所

跡
地
を
含
む
詫
間
庁
舎
周
辺
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
残

存
す
る
ド
ッ
ク
の
産
業
遺
構
と
し
て
の
活
用
、
庁
舎
機
能
集

約
や
複
合
化
な
ど
、
新
た
な
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

取
組
み
と
し
て
は
、
土
地
や
建
物
の
取
扱
い
の
検
証
、
情

報
収
集
・
分
析
を
行
う
た
め
の
調
査
を
行
い
、
計
画
の
深
化

を
図
る
た
め
に
地
元
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
次
年
度
以
降
に
向
け
て
、
エ
リ
ア
全
体
の
に
ぎ
わ
い
創

造
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
の
検
証
や
ま
ち
の
将
来

像
の
目
標
指
標
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

●
現
地
で
の
意
見
交
換

令
和
３
年
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
現
地
会
議
で
は
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
よ
り
、
主
に
次
の
点
に
つ
い
て
助

言
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

エ
リ
ア
整
備
を
行
う
に
あ
た
り
、
地
元
や
周
辺
自
治
体
住

民
、
観
光
客
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
の
利
用
方
法
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・�

造
船
所
跡
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
価
値
の
再
評
価
を
行
い
、

ド
ッ
ク
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
背
景
に
あ
る
歴
史
や

文
化
等
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
集
客
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

・�

観
光
ル
ー
ト
の
想
定
を
行
い
、
地
元
な
ら
で
は
の
情
報
を

提
供
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
情
報
に
価
値
が
加
わ
る
の
で

は
な
い
か
。

市
で
は
、
委
員
か
ら
の
意
見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
組
む
予
定
で
す
。
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事
業
対
象
地
区
の
詫
間

地
区
は
、
か
つ
て
「
塩
田

の
ま
ち
」
と
し
て
、
現
在

は
「
工
業
都
市
」
と
し
て

産
業
が
活
力
を
生
み
出
す
エ
リ
ア
で
す
。
近
年
は
観
光
客
の

増
加
に
よ
り
、
絶
景
や
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
宿

泊
施
設
が
次
々
と
生
ま
れ
、
観
光
産
業
が
加
速
化
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
人
口
減
少
等
に
伴
い
、
地
域
の
賑
わ
い
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
公
共
施
設
の
整
備
を
機
に
、
当
エ
リ
ア
内

に
あ
る
造
船
所
跡
地
の
ド
ッ
ク
を
活
用
し
た
住
民
と
観
光
客

双
方
の
複
合
的
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
構
想
を
検
討
す
る
中
、

委
員
の
皆
様
か
ら
事
業
ス
キ
ー
ム
や
情
報
発
信
方
法
な
ど
、

貴
重
な
ご
意
見
と
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
な
か
再
生
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

三
豊
市
建
設
部
都
市
整
備
課
よ
り

亀山 岳季
主任

日照時間が長く、降水量も少ないため、
年間を通してフルーツが楽しめます。

香川県内でも有数の農業のまち
でもあります。

みとよのみプロジェクト
6 次産業化など、食を支える 1次産業の新たな魅力を発掘するプ
ロジェクトも行われています。

志々島の大楠
樹齢1200年の大楠がそ
びえる志々島では、悠久
な時間を感じられます。

津嶋神社
子どもの守り神として
有名な津嶋神社は、毎
年8月4日5日の二日
間のみ、橋が架けられ
渡ることができます。
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令和 3年度ふるさと企業大賞

日
本
三
景
「
松
島
」
で
50
年
以
上
名
物
の
笹
か
ま
ぼ
こ
を

中
心
に
魚
肉
製
品
を
製
造
、
販
売
し
て
き
た
株
式
会
社
松
島

蒲
鉾
本
舗
が
商
品
構
成
を
お
土
産･

ギ
フ
ト
か
ら
日
常
惣
菜

分
野
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
新
工
場
建
設
を
契
機
に
「
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
」
を
合
い
言
葉
に
攻
め
の
経
営
を
進
め
る
朱
二
太
代

表
取
締
役
社
長
に
成
長
戦
略
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

震
災
か
ら
の
新
工
場
設
立

松
島
蒲
鉾
本
舗
は
昭
和
9
年
に
宮
城
県
塩
竈
市
で
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
等
の
製
造
・
販
売
店
と
し
て
創
業
し
、
昭
和
45
年
に

法
人
化
し
た
老
舗
の
魚
肉
練
り
製
品
メ
ー
カ
ー
で
す
。
松
島

の
メ
イ
ン
通
り
に
観
光
客
を
主
な
顧
客
と
す
る
笹
か
ま
ぼ
こ

の
直
販
と
飲
食
の
店
舗
を
３
店
展
開
、
仙
台
駅
や
空
港
に
も

出
店
す
る
ほ
か
通
販
も
手
掛
け
、「
松
か
ま
」
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
順
調
な
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
23
年
3
月
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
店
舗
と

工
場
が
津
波
に
襲
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
６
０
余
の
島

が
広
が
る
松
島
で
は
津
波
は
幾
分
小
さ
か
っ
た
も
の
の
店
舗

は
浸
水
し
、
塩
釜
工
場
は
5
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
従
業
員
総
出
で
工
場
、
店
舗
の
復
旧
に

あ
た
り
、
約
3
カ
月
後
に
は
製
造
及
び
一
部
店
舗
の
営
業
再

開
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
が
、
塩
釜
工
場
は
震
災
に
よ
る
地
盤

沈
下
や
老
朽
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
震
災
か
ら
2
年
後
、
新
た
な
工
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
用
地
探
し
は
難
航
し
ま
し
た
が
、
多

賀
城
市
が
津
波
復
興
拠
点
「
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団

地
」
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、「
ふ
る
さ
と
融
資
」

を
活
用
し
、
多
賀
城
市
内
に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
無
利
息
で
据
え
置
き
期
間
が
あ
る
長
期
の
融
資

は
大
変
有
り
難
い
制
度
で
し
た
。

平
成
28
年
に
完
成
し
た
多
賀
城
工
場
は
、
塩
釜
工
場
に
比

べ
て
敷
地
面
積
が
約
8
倍
、
建
物
の
延
べ
床
面
積
が
約
２･

５
倍
あ
り
、
生
産
能
力
は
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
食
品

製
造
工
場
の
安
全
性
を
担
保
す
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
も
平
成

30
年
に
前
倒
し
で
取
得
し
ま
し
た
。

「
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
」
企
業
を
目
指
し
て

多
賀
城
市
と
防
災･

減
災
に
関
す
る
立
地
協
定
を
締
結

し
、
大
規
模
災
害
時
に
は
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
や
生
産

ラ
イ
ン
の
貸
し
出
し
、
食
料
の
提
供
と
い
っ
た
産
業
復
興
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
無
機
質
の
工
業

団
地
で
は
な
く
市
民
が
日
常
的
に
訪
れ
ら
れ
る
「
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
パ
ー
ク
」
に
し
た
い
と
考
え
、
復
興
団
地
の
企
業
間
や

行
政
と
今
後
に
向
け
た
話
し
合
い
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

多
賀
城
工
場
で
は
直
売
所
の
ほ
か
松
島
の
店
舗
で
も
好

評
だ
っ
た
笹
か
ま
ぼ
こ
の
手
焼
き
体
験
が
で
き
、
で
き
た
て

の
笹
か
ま
ぼ
こ
の
美
味
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。
見
学
エ
リ
ア

は
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
文
を
掲
示
し
、
市

内
の
小
学
校
の
社
会
科
見
学
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
多
賀
城
工
場
建
設
に
合
わ
せ
て
「
松
か
ま
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
０
」
を
策
定
し
、「
魚
食
文
化
を
大
切
に
し
、
地
域

社
長
に
聞
く

宮
城
県
■
多
賀
城
市

株
式
会
社
松
島
蒲
鉾
本
舗
　

代
表
取
締
役
社
長 

朱し
ゅ

　
二つ

ぎ

　ひ
ろ太

氏

地
域
に
密
着
、
新
工
場
建
設
で
さ
ら
な
る
経
営
強
化
図
る

令
和
３
年
度 

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

に
輝
い
た
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を
愛
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す
」
と
会
社
の
目

標
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
と
の
交

流
の
場
と
な
る
「
松
か
ま
祭
り
」
を
開
催
し
た
り
、
市
の
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
か
ま

ぼ
こ
を
通
じ
た
魚
食
の
提
案
を
行
っ
た
り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
は
積
極
的
に
参
画
し
、
出
店
や
商
品
提
供
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
2
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
生
活
を
送
る
子
ど

も
た
ち
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
、
発
売
25
周
年
を
迎
え
る
看

板
商
品
の
お
豆
腐
入
り
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
「
む
う
」
５
４
４
０

個
を
市
内
の
小
中
学
校
10
校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
か

ま
ぼ
こ
よ
り
柔
ら
か
い
食
感
の
「
む
う
」
は
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
人
気
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
す
。

積
極
的
な
新
商
品
開
発
、
販
路
拡
大

現
会
長
が
お
菓
子
作
り
や
も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
風
変
り
で
特
長
の
あ
る
商
品
も
数
多
く
生
産
し
て

い
ま
す
。
ス
イ
ー
ツ
か
ま
ぼ
こ
「
ど
ら
ぼ
こ
」
は
、
上
品
な

甘
さ
に
加
え
低
糖
質
の
新
食
感
ス
イ
ー
ツ
で
、
ど
ら
焼
き
の

皮
の
部
分
は
魚
の
す
り
身
と
卵
、
間
に
レ
モ
ン
風
味
の
ホ

イ
ッ
プ
チ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
が
挟
ま
っ
て
い
る
商
品
で
す
。
平

成
24
年
の
水
産
庁
主
催
の
「
第
1
回
フ
ァ
ス
ト･

フ
ィ
ッ

シ
ュ
賞
」
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
3
年
連
続
で
全
国
蒲
鉾
品
評

会
の
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

総
本
店
が
あ
る
松
島
町
で
は
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
松
島
観

光
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
」
認

定
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
第
1
回
認
定
商
品
に
「
む

う
」を
ベ
ー
ス
に
完
熟
カ
ボ
チ
ャ
で「
松
島
の
月
」を
イ
メ
ー

ジ
し
た
商
品
「
月
夜
の
む
う
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
「
松
島
黄
金
揚
げ
」

も
令
和
元
年
に
全
国
蒲
鉾
品
評
会
で
大
日
本
水
産
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
タ
コ
と
ね
ぎ
、
し
ょ
う
が
を
混
ぜ
込
ん
だ

「
た
こ
味
」と
、ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
と
昆
布
を
混
ぜ
込
ん
だ「
ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
味
」
の
２
種
類
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
近
年
は
、「
笹
か
ま
ぼ
こ
」
原
料
の
す
り
身
に
ま

ぐ
ろ
の
フ
レ
ー
ク
と
玉
ね
ぎ
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
冷
凍
食
品

「
ま
ぐ
ろ
カ
ツ
」
や
「
海
鮮
し
ゅ
う
ま
い
」
な
ど
普
段
の
惣

菜
に
な
る
商
品
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

冷
凍
食
品
分
野
で
は
業
務
用
で
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
商

品
開
発
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

店
頭
で
の
お
土
産
・
ギ
フ
ト
販
売
に
加
え
、
通
販
事
業
や

家
庭
販
売
な
ど
販
路
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
地

域
の
日
常
惣
菜
と
し
て
の
商
品
群
の
開
発
も
加
わ
り
、
業
務

用
商
品
の
展
開
と
合
わ
せ
る
と
4
本
柱
の
強
固
な
販
売
体
制

に
な
り
ま
す
。
特
に
地
域
の
方
々
が
日
常
的
に
リ
ピ
ー
ト
し

て
く
れ
る
商
品
開
発
に
力
が
入
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

多
賀
城
工
場
の
売
り
上
げ
は
好
調
で
、「
地
域
を
愛
し
、
地

域
に
愛
さ
れ
る
」
と
い
う
経
営
目
標
に
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。

概 要

会　社　名：株式会社松島蒲鉾本舗

総従業員数：84人

業 務 内 容： 笹かまぼこ、お豆腐入り揚げ蒲鉾等練り製品製造、直
営店舗運営、通販事業など

所　在　地：
（本社・総本店） 〒981-0213　宮城県宮城郡松島町松島字町内120

（多賀城工場） 〒985-0874　宮城県多賀城市八幡字一本柳３-５

https://www.matsukama.jp/

沿 革
昭和 9年 宮城県塩竈市で須田商店創業

昭和45年 （有）松島蒲鉾本舗設立 

平成 7年 株式会社に組織変更

平成23年 東日本大震災による津波で塩釜工場の生産設備が全壊

平成28年 多賀城市津波復興拠点「さんみらい多賀城・復興団地」
に工場建設 ※推薦事業（ふるさと融資活用230百万円）

平成30年 大日本水産会HACCP取得（笹かまぼこ、むう、竹かま）

令和 3年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞
HACCP 認証を受けた多賀城工場では、清潔な環境下で笹かまぼこ
やむうなどを製造しています

地

域
貢 献

地域の小学校や住民の工場見学を積極的に受け入れています。
イラスト等も子どもたちに分かりやすく描かれています

「松かま祭り」では、「体
験する」「食べる」「買う」
などのコーナーに多く
の人が集まります

子どもからお年寄りまで大人気の
お豆腐入り揚げかまぼこ「むう」魚のすり身と卵たっぷりの生地に

ホイップチーズクリームを挟んだ
新食感かまぼこ「どらぼこ」
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㈱
松
島
蒲
鉾
本
舗
に
つ
い
て

株
式
会
社
松
島
蒲
鉾
本
舗
は
、
昭
和
９
年
創
業
の
老
舗
蒲

鉾
製
造
販
売
業
者
で
、
日
本
三
景
で
有
名
な
宮
城
県
宮
城
郡

松
島
町
に
本
社
を
置
く
会
社
で
す
。
宮
城
名
産
の
笹
か
ま
ぼ

こ
を
は
じ
め
、
お
豆
腐
か
ま
ぼ
こ
「
む
う
」
や
ス
イ
ー
ツ
か

ま
ぼ
こ
「
ど
ら
ぼ
こ
」
な
ど
、
世
代
を
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
幅

広
い
商
品
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
を
目
指
し
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
防
災
・
減
災
の
拠
点
機
能
と
、
地

域
経
済
復
興
牽
引
機
能
を
有
す
る
津
波
復
興
拠
点
（
さ
ん
み

ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
）
を
整
備
し
、
立
地
企
業
と
と
も

に
そ
の
取
組
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

松
島
蒲
鉾
本
舗
は
、
当
該
団
地
の
理
念
に
共
感
し
、
平
成

28
年
に
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
て
当
該
団
地
内
に
多
賀
城

工
場
を
建
設
し
、
被
災
し
た
塩
釜
工
場
の
生
産
機
能
を
移
転

さ
せ
、
同
年
６
月
に
操
業
開
始
し
ま
し
た
。

以
後
、
地
域
雇
用
の
維
持
や
地
域
経
済
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
元
小
学
生
の
工
場
見
学
受
入
れ
、

市
内
小
中
学
校
へ
の
か
ま
ぼ
こ
の
寄
贈
な
ど
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
の
学
び
支
援
や
、「
松
か
ま
工
場
ま
つ
り
」
や
市
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
を
通
じ
て
の
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
、

地
域
に
根
差
し
た
取
組
に
尽
力
さ
れ
、「
地
元
に
親
し
ま
れ

て
い
る
工
場
」
と
し
て
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
に
関
す
る
立
地
協
定
の
締
結

松
島
蒲
鉾
本
舗
が
さ
ん
み
ら
い
・
多
賀
城
復
興
団
地
へ
の

進
出
を
検
討
さ
れ
る
中
で
本
市
の
「
減
災
都
市
戦
略
」
に
共

感
を
い
た
だ
き
、
い
ち
早
く
「
防
災
・
減
災
に
関
す
る
立
地

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
立
地
協
定
で
は
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
帰

宅
困
難
者
の
受
入
れ
や
食
料
提
供
、
被
災
企
業
の
復
興
支
援

な
ど
本
市
の
防
災
・
減
災
対
策
を
補
完
す
る
役
割
等
を
担
っ

て
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

市
内
に
工
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る

雇
用
拡
大
に
も
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
被
災

企
業
で
あ
り
な
が
ら
も
産
業
復
興
や
地
域
雇
用
の
面
な
ど
に

大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
、

本
市
と
共
に
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
に
同

社
を
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
に
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
の
よ
ろ
こ
び
ふ
く
ら
む
ま
ち
を
目
指
し
て
　
　
　

多
賀
城
市
は
、
第
六
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
（
２
０
２
１

年
〜
２
０
３
０
年
）
に
将
来
都
市
像
「
日
々
の
よ
ろ
こ
び
ふ

く
ら
む
ま
ち　

史
都　

多
賀
城
」
を
掲
げ
、
何
気
な
い
日
々

の
中
に
多
賀
城
な
ら
で
は
の
心
豊
か
な
喜
び
や
幸
せ
が
感
じ

ら
れ
る
、
そ
ん
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
に
は
、

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

す
。多
賀
城
は
７
２
４
年
に
大
野
東
人
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

11
世
紀
中
頃
ま
で
の
東
北
地
方
の
政
治
・
軍
事
・
文
化
の
中

心
地
で
あ
り
ま
し
た
。
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
合
わ
せ

て
、
現
在
「
多
賀
城
南
門
」
を
復
元
中
で
す
。
多
賀
城
創
建

１
３
０
０
年
に
向
け
て
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
本
市
固

有
の
歴
史
や
価
値
を
、
多
種
多
様
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
発
信
し
、
賑
わ
い
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
官

民
一
体
と
な
っ
て
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
歴
史
的
な
節
目
の
年
を
皆
で
共
に
祝
い
、

喜
び
と
感
動
を
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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㈱
松
島
蒲
鉾
本
舗
を

推
薦
し
た
宮
城
県
多
賀
城
市

深ふ
か

谷や

晃こ
う

祐す
け

市
長
に
聞
く

ふるさと融資の概要

事 業 者 ㈱松島蒲鉾本舗
事 業 名 蒲鉾製造工場建設事業
実 施 年 度 平成 28 年度
設備投資額 964 百万円
貸 付 額 230 百万円
雇 用 増 11 人

深
ふか
谷
や
 晃
こう
祐
すけ
 市長プロフィール

出身   宮城県多賀城市
経歴    ㆓₀₀柒年 ㆕ 月 多賀城市議会議員

 ㆓₀㆒⓹年㆒₀月 宮城県議会議員
 ㆓₀㆓₀年㆒₀月 多賀城市長就任



多賀城しろのむらさき
多賀城名産古代米を使用した多賀
城グルメブランドの総称です。多賀城市では古くから米を作付
けしていた歴史的背景を受け、稲の原種に近い古代米が栽培
されています。古代米は、一般的なお米に比べてモチモチとし
た食感があり、多くの栄養素を含んでいるため、美味しいだけ
でなく美容や健康にもおすすめの食品です。古代米を使用し
た料理が市内飲食店で提供されているほか、スイーツ、お酒、
スープなども商品化されています。

多賀城市立図書館
平成 28年 3月に震災復興のシンボルとしてオープンしたレンタル大手TSUTAYA（ツタヤ）
を運営するカルチュア・コンビニエンス・クラブ（CCC）が指定管理者を行う図書館。図
書館のほか書店やカフェ、レストランなどが入った複合施設となっており、「家」をコン
セプトに誰もが行きたくなる環境・居心地の良い空間となっていて、じっくりと本を読み
たい方、気軽に利用したい方など多くの利用者に親しまれています。

多賀城跡（国特別史跡）
多賀城は神亀元年（724 年）大野東人によって創建され、奈良時代
に政府の支配が及んでいなかった陸奥国を統治するために設置され
た役所です。当時の行政組織である「国府」と兵士の駐屯・監督場
所である「鎮守府」が置かれ、東北の政治や軍事、文化の要衝とし
て栄えました。約 900 メートル四方という広大な城内の中央には、
重要な政務や儀式を行う政庁がありました。また、市内随一の桜の
名所としても有名で、市民の憩いの場ともなっています。

多賀城跡あやめ園
多賀城跡の一角にあり、6月にはあやめ・花

はなしょうぶ

菖蒲など 800 種、300
万本が咲き誇ります。毎年 6月中旬から下旬にかけて「多賀城跡
あやめまつり」が開催され、幻想的な光に包まれるライトアップや
期間中の週末にはステージイベントや子ども向けの体験コーナー
など様々なイベントが開催されます。

多賀城南門
8 世紀中頃のもので、多賀城の外郭に設けられ
た正門で多賀城の入口に当たる重要な施設と
されていました。発掘調査の結果から二重門形
式の格式高い門であったと推測されています。
令和 6年に迎える多賀城創建 1300 年に合わせ
て、高さ 14mの南門と両脇につく高さ4.5mの
築地塀の復元工事が現在実施されています。

多賀城市

仙台市

多
賀
城
市
の
概
要

　多賀城市は宮城県のほぼ中央、県庁所在地の仙台市と日本三景松島の間に
位置するまちです。
　東部や北部には遺跡が点在し、太平洋に近い南部の平野には工場地帯が形
成され、西部の平野には多くの田畑が広がっています。
　市域の1/4が遺跡になっており、奈良時代から平安時代に陸奥国の国府が
置かれ、城柵があった多賀城跡は平城宮跡（奈良県）、大宰府跡（福岡県）と
ともに日本三大史跡に数えられています。多賀城跡をはじめ、関連施設の建物
跡や俳人・松尾芭蕉ゆかりの歌枕など、歴史スポットが多く点在しています。
　東北全域の文化や歴史を楽しみながら学べる「東北歴史博物館」や民間書
店と提携している「多賀城市立図書館」などの文化施設や、古代米を使用し
た多賀城グルメブランド「しろのむらさき」など新たな魅力も溢れるまちです。
人口▶62,135人（令和4年2月1日時点）
面積▶19.69㎢

https://www.city.tagajo.miyagi.jp/

むつのくに

古代米

1 階

多賀城南門復元イメージ

3 階
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観
光
を
主
産
業
と
す
る
沖
縄
県
に
と
っ
て
、
那
覇
空
港
は

国
内
ば
か
り
で
な
く
海
外
か
ら
の
人
流
、
物
流
の
重
要
な
玄

関
口
で
す
。
こ
の
空
港
機
能
を
支
え
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を

運
営
す
る
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
は
今
年
で
設

立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
安
里
昌
利･

代
表
取
締
役
社
長
に

地
元
経
済
の
発
展
に
向
け
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
果
た
す
役

割
や
経
営
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

国
内
・
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
一
体
化
し
利
便
性
高
め
る

那
覇
空
港
の
歴
史
は
古
く
、
羽
田
空
港
開
設
２
年
後
の
昭

和
８
年
に
旧
海
軍
の
飛
行
場
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
終

戦
後
、
米
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
ま
す
が
昭
和
47
年
の
沖
縄

返
還
に
伴
い
、
運
輸
省
（
当
時
）
が
第
二
種
空
港
に
指
定
し

ま
し
た
。
昭
和
50
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
を
前
に
民
間

機
の
離
発
着
に
対
応
す
る
暫
定
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
つ
く
ら

れ
ま
す
が
、
沖
縄
観
光
の
需
要
の
高
ま
り
や
地
元
経
済
発
展

の
将
来
を
見
据
え
、
平
成
４
年
に
官
民
が
手
を
携
え
た
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
11
年
に
本
格
的
な
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成

し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
は
空
港
に
直

結
し
、那
覇
市
中
心
部
ま
で
約
15
分
で
結
ぶ
公
共
交
通
機
関
、

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
ゆ
い
レ
ー
ル
）
が
開
通
し
、
利
用

者
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

観
光
地
と
し
て
の
人
気
は
国
内
ば
か
り
で
な
く
海
外
に
も

広
ま
り
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に

外
国
人
旅
行
者
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
26
年
に
新
た
な
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
平
成
30
年

度
に
ピ
ー
ク
の
３
９
２
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平

成
25
年
の
３
・
９
倍
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
ぶ
り
を
示

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
31
年
に
は
国
内
線
と
国
際
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
を
結
ぶ
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
を
建
設
し
、
入
国
、
出

国
、
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
海
外
、
国

内
、
離
島
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
の
訪
問
者
の
利
便
性
と

機
能
の
効
率
化
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度

の
国
際
線･

国
内
線
の
着
陸
回
数
で
は
羽
田
、
成
田
に
次
い

で
第
3
位
、
国
内
線
で
は
羽
田
に
次
ぐ
第
２
位
と
那
覇
空
港

は
日
本
の
基
幹
空
港
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
、
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
ふ

る
さ
と
融
資
を
利
用
し
ま
し
た
。
有
利
な
融
資
条
件
で
大
変

助
か
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

那
覇
空
港
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
2
本
あ
る
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
と
２
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
１
３
１
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
こ
と
で
同
時
離
着
陸
が
可
能
な
こ
と

で
す
。
災
害
時
な
ど
の
際
に
は
陸
路
を
持
た
な
い
沖
縄
で
は

空
路
が
経
済
を
支
え
る
生
命
線
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
同
時

使
用
が
可
能
な
2
本
の
滑
走
路
は
と
て
も
重
要
で
す
。

社
長
に
聞
く

沖
縄
県
■
那
覇
市

那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長 

安あ

里さ
と

昌ま
さ

利と
し

氏

20
億
人
市
場
見
据
え
、

世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
空
港
目
指
す

令
和
３
年
度 

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

に
輝
い
た
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昨
年
は
空
港
開
設
88
周
年
、
そ
し
て
今
年
は
沖
縄
返
還
50

周
年
、
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
設
立
30
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
記
念
に
な
る
こ
と
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
年
中
蘭
の
花
が
お
出
迎
え

一
体
化
さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は
「
日
本
ら
し
さ
」

「
沖
縄
ら
し
さ
」
を
融
合
さ
せ
た
商
業
エ
リ
ア
が
広
が
り
、

シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
び
ま
す
。
そ
の
中
で
目
を
引

く
の
は
鮮
や
か
な
８
０
０
０
鉢
も
の
蘭
の
生
花
で
す
。
1
年

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
蘭
の
花
が
出
迎
え
る
那
覇
空
港
を
「
蘭
の

花
園
空
港
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る
沖
縄
の
グ
ス
ク

（
城
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ふ
く
ぎ
ホ
ー
ル
に
は
県
内
高
校
生

が
作
成
し
た
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
産
木
材
を

使
っ
た
椅
子
や
机
な
ど
の
木
工
製
品
を
置
く
県
産
品
Ｐ
Ｒ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
、
紅
芋
タ
ル
ト
や
泡
盛
な
ど
特
産
品
の
販
売

強
化
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
泡
盛
の
製
造
も
行
い
、
地
元

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

航
空
会
社
や
テ
ナ
ン
ト
の
従
業
員
約
５
０
０
０
人
は
地
元

雇
用
で
す
。
社
是
と
し
て
「
県
土
発
展
、
国
土
貢
献
、
財
務

強
化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
や
県
産
品
の
販
売
拡
大

を
通
じ
て
県
土
発
展
の
役
に
立
ち
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
沖
縄
経
済
を
支
え
る
観
光
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
、
令
和
2
年
度
、
3
年
度
の
空
港
利
用
者
は
大
き
く

減
少
し
、大
半
の
テ
ナ
ン
ト
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
内
・
国
際
航
空
会
社
、

商
業
施
設
合
計
１
２
２
社
の
家
賃
減
免
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
テ
ナ
ン
ト
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
苦
し

い
と
き
は
一
緒
に
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
後

の
観
光
復
活
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

空
路
４
時
間
圏
内
に
20
億
人
の
利
点
活
か
す

台
湾
は
福
岡
県
よ
り
も
近
く
、
飛
行
機
で
１
時
間
程
の
距

離
で
す
。
那
覇
空
港
か
ら
４
時
間
圏
域
の
エ
リ
ア
を
見
る
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
入
り
、
そ
の
人
数
は
20
億
人
に
達
し
ま

す
。
地
理
的
に
見
れ
ば
沖
縄
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

の
中
心
地
と
も
い
え
ま
す
。

将
来
構
想
は
こ
の
20
億
人
市
場
を
見
据
え
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
は
那
覇
空
港
を
「
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
空

港
」
に
す
る
構
想
を
描
い
て
お
り
、
有
名
ホ
テ
ル
の
立
地
が

進
む
な
ど
着
実
に
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
歩
調
を

合
わ
せ
当
社
と
し
て
も
空
港
の
整
備
や
機
能
強
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
幸
い
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
か
ら

の
引
き
合
い
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
に
備
え
て
検
査
態
勢
の
強
化
、
水
際
対
策
整
備
を
行
い
、

今
後
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
沖
縄
県
は
経
済
の
主
軸
で
あ
る
観
光
業
の
ほ
か
に
情

報
産
業
の
育
成
や
物
流
ハ
ブ
空
港
の
整
備
を
促
進
し
、
経
済

基
盤
の
強
化
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る

那
覇
空
港
へ
の
期
待
は
高
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「世界水準のリゾートビジネス空港」を支える国内 ･国際の空港機能が一
体化した空港ターミナルビル

概 要

会　社　名：那覇空港ビルディング株式会社

総従業員数：69人

業 務 内 容： 航空事業者、航空旅客並びに航空貨物に対する役務の提
供、航空思想の普及および観光の振興に関する事業など

所　在　地： （本社）〒901-0142　沖縄県那覇市字鏡水150番地

https://www.naha-airport.co.jp/

沿 革
平成 4年 那覇空港ビルディング株式会社設立

平成11年 那覇空港国内線新旅客ターミナルビル供用開始（平成10年度ふるさと融資事業） 

平成26年 那覇空港新国際線旅客ターミナルビル供用開始
※推薦事業（平成25年度ふるさと融資活用740百万円）

平成28年 新立体駐車場全面供用開始

平成31年 那覇空港際内連結ターミナル施設供用開始（平成30年度ふるさと融資事業）

令和 3年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞

「日本らしさ」と「沖縄らしさ」
を融合させたターミナルビル。
商業施設ばかりでなく県産品の
展示コーナーも設置しています。

1年中、蘭の花が出迎える
「蘭の花園空港」
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那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
に
つ
い
て

那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
は
、
国
内
線
と
県
内
線
が
分

散
立
地
し
て
い
た
那
覇
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
統
合
し
、

新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
建
設
と
運
営
を
行
う
目
的
で
、

沖
縄
県
、
那
覇
市
、
那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
、
航
空
会
社
、

金
融
機
関
の
共
同
出
資
に
よ
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
株
式

会
社
と
し
て
平
成
４
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
す
。

那
覇
空
港
は
、
国
内
主
要
空
港
の
中
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
る
基
幹
空
港
の
一
つ
で
、
需
要
に
応
じ
た
施
設
拡
張
や
災

害
に
強
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
構
築
に
向
け
た
浸
水
対
策
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
旅
客
手
続
き

の
円
滑
化
（FAST TRAVEL

）
に
向
け
た
取
組
み
で
は
、

モ
デ
ル
空
港
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
港
機
能
強
化
の
促
進

沖
縄
県
で
策
定
し
て
い
る
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
で
は
、
施
策
展
開
の
一
つ
と
し
て
「
国
際
交
流
・
物
流
拠

点
の
核
と
な
る
空
港
の
整
備
」
を
掲
げ
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
拡
張
整
備
等
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
国
際
交
流
拠
点
と

し
て
の
空
港
機
能
強
化
促
進
に
共
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
の
玄
関
と

し
て
、
旅
客
数
の
増
加
を
見
据
え
、
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
や
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
増
設
な
ど
施
設
整
備
に
尽
力
し
、
県
内
産

業
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、失
業
率
が
高
い
水
準
に
あ
っ
た
沖
縄
県
に
お
い
て
、

空
港
内
に
入
居
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
の
従
業
員
、
駐
車
場
等

の
関
係
施
設
の
管
理
従
業
員
な
ど
多
く
の
雇
用
者
を
創
出
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
の
影
響
で
航
空
需
要
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
お
り

ま
す
が
、
将
来
的
に
は
更
な
る
航
空
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
成
長
性
や
将
来
性
も
大
変
期
待
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
同
社
を
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
に
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
土
復
帰
50
周
年
に
向
け
て　

沖
縄
県
は
、
古
く
は
琉
球
と
い
う
国
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国

等
の
交
流
で
多
く
の
文
化
を
吸
収
、
調
和
し
て
き
た
ほ
か
、

戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
直
接
統
治
を
27
年
間
受
け
る
な
ど
、
歴

史
的
、
地
理
的
に
も
県
内
の
各
地
域
で
個
性
豊
か
な
独
特
の

文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
優
れ
た
自
然
環
境
も
残
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年

７
月
、「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
は
本
土
復
帰
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
、
新

た
な
沖
縄
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
の
中

心
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
と
の
経

済
の
架
け
橋
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和 3年度ふるさと企業大賞

那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
を

推
薦
し
た
沖
縄
県

玉た
ま

城き

デ
ニ
ー
知
事
に
聞
く

 

ふるさと融資の概要

事 業 者 那覇空港ビルディング㈱

事 業 名 那覇空港新国際線旅客ターミナル
建設工事事業

実 施 年 度 平成 25年度
設備投資額 5,826 百万円
貸 付 額 740百万円
雇 用 増 53人

玉
たま
城
き
 デニー 知事プロフィール

出身   沖縄県うるま市
経歴    1981年     上智社会福祉専門学校卒業
 1991年頃   ラジオパーソナリティ /タレント
 2002年 9 月 沖縄市議会議員選初当選（１期）
 2009年 8 月 衆議院議員選初当選（４期）
 2018年10月 沖縄県知事就任



泡盛
日本酒には黄麹、焼酎は主に
白麹が使われるのに対し、泡
盛造りには黒麹の麹菌が使用
されています。また、泡盛の
原料には一部の銘柄を除き、
インディカ種（細長い系統の
お米）のタイ米が使用されていることが特徴で、香りや味わいに
泡盛独特の風味を出す要因となっています。
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沖
縄
県
の
概
要

　沖縄県は日本の南西部に位置し、東西約1,000㎞、南北約400㎞の広
大な海域に散在する琉球諸島の島々から成ります。沖縄諸島、先島諸
島、尖閣諸島、大東諸島の大小160の島々があり、全国でも有数の島
嶼県です。
　琉球王国という独立国だった沖縄県は、中国をはじめとした近隣諸
国との交易により繁栄し、独自の文化を築いてきました。
　温暖な気候のもと、サンゴ礁の発達した海、イリオモテヤマネコやノ
グチゲラ等貴重な動植物が生息する優れた自然環境に恵まれています。
観光業は沖縄県のリーディング産業であり、恵まれた自然景観、独自
の歴史・文化などの魅力的な観光資源を有しているため、国内有数の
観光リゾート地としても高く評価されています。
人口▶1, 467,480人（令和２年国勢調査）
面積▶2,281㎢（令和元年10月1日時点 ）

https://www.pref.okinawa.jp/

黒糖（黒砂糖）
古くから沖縄では、亜熱
帯の気候を生かしてさとう
きびを栽培し、黒糖を作っ
てきました。かつては県
全域にあった黒糖工場は、
現在は八つの島（伊平屋
島・伊江島・粟国島・多
良間島・小浜島・西表島・
波照間島・与那国島）の
みとなりましたが、さとう
きびの汁を搾って、そのま
ま煮詰めるという昔ながら
の製法を守りながら沖縄
黒糖を作り続けています。

ホエールウォッチング
温暖な慶良間諸島の海域は、毎年１月～３
月末頃の間ザトウクジラが繁殖活動のため
に帰ってくるスポットとなっており、ホエー
ルウォッチングが盛んな場所です。繁殖期
にある雄クジラたちのダイナミックな行動
が、ホエールウォッチングの醍醐味です。
慶良間諸島は那覇からアクセスしやすく、
リゾートだけではない沖縄の離島の魅力を
楽しめます。

やちむん
沖縄では焼物を「やちむん」と呼んでおり、14 ～ 16 世紀に沖縄に伝
わったとされています。1609 年に薩摩藩が琉球王国を治めてからは、
朝鮮から技術者を呼び学んでいたため、独自に発展しました。代表的
なやちむんは、現在の那覇市にある壺屋で作られる壺屋焼です。

琉球びんがた
15 世紀に始まった沖縄唯一の伝統的染物。
技法によって型付け（型染め）と糊引き（筒
描き）とに分かれます。綿布、絹布、芭蕉
布等に顔料及び植物染料を用いて手染めす
る色鮮やかな紅型と、琉球藍の浸染による
藍型があります。

琉球国王の居城で、当時の政治、経済、文化発信の中心地役割を果たしました。日
本と中国の建築様式を取り入れた琉球独自の意匠が凝らされています。令和元年 10
月の火災により、正殿など８棟の焼損に加え、建物内に展示・保管収蔵されていた多
くの美術工芸品等が焼失するなど、甚大な被害を受けましたが、令和８年までに正殿
の復元を目指しています。

首里城

2016 年 8月 6日撮影
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特産品・観光情報
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問合せ先    ��融資部企画調整課　 tel: 03-3263-5586　e-mail: kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp
事業概要について詳細は財団ホームページをご覧ください。➡

事業内容▶�企業等の新技術・地域資源を活用した新商品開発等に対し市区町村（指定都市を除く）が支援
を行う場合に、当該市区町村に対し助成するものです。令和４年度は以下の事業を採択しました。

No. 採択自治体 事業者 事業名

1 新潟県阿賀野市 株式会社あがの ブランド化を目指す「枝豆」「トマト」を活用した新商品
開発と新設道の駅を活用した地域商社機能の構築

2 新潟県阿賀町 株式会社巴山組 新潟県阿賀町産ユキツバキ由来の精油資源活用商品開発
事業

3 茨城県日立市 株式会社今橋製作所 お酒が美味しくなるチタン 4層構造デザイングラス開
発事業

4 岩手県岩泉町 岩泉ホールディングス
株式会社 岩泉町特産畑わさびの新商品開発事業

5 和歌山県湯浅町 湯浅醤油有限会社 ムクナ豆の機能性を利用した健康味噌あるいは金山寺味
噌の開発

6 岩手県紫波町 合名会社吾妻嶺酒造店 地元産酒造好適米使用による純米酒造りと海外展開

7 秋田県八郎潟町 特定非営利活動法人
Hachi�LAB あんごまソフトの商品化事業

ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成・発展を支援

　ふるさと財団では、地域振興に資する民間投資を支援するために都道府県または市町村が

長期の無利子資金を融資する「ふるさと融資」制度のほかに、新技術や地域資源を活用した

新商品開発を支援する「ふるさとものづくり支援事業」、地域振興につながる地域再生の取組

を支援する「地域再生マネージャー事業」、民間能力を活用したまちなか再生の取組を支援す

る「まちなか再生支援事業」、Society5.0 の様々な可能性を活用する地域を実現するための

ケーススタディを行う「地域イノベーション連携モデル事業」等の事業を展開しています。

今回は採択された令和４年度の事業をご紹介します。

令和４年度採択事業について

融資部企画調整課
各課からのお知らせ 開発振興部開発振興課

開発振興部開発振興課
地域再生部地域再生課
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問合せ先    �� ��開発振興部開発振興課　 tel: 03-3263-5758　e-mail: kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
事業概要について詳細は財団ホームページをご覧ください。➡

事業内容▶�まちなか再生に取り組む市区町村（指定都市を除く）に対して、具体的・実務的ノウハウを有
する専門家に業務の委託をする費用の一部を助成することにより民間能力を活用して、まちな
かの都市機能等の維持・拡大を総合的な側面から促進し、地方創生に資するよう活力と魅力あ
る地域づくりに寄与しようとするものです。令和４年度は以下の事業を採択しました。

No. 採択自治体 事業内容

1 北海道長沼町 高齢化や空洞化に悩む中心市街地を隣接自治体のボールパーク開業を機にスポーツ
ビジネスをキーコンテンツとして再生

2 埼玉県熊谷市 中心市街地を貫く魅力的な水辺空間を備えた商店街を活動団体の法人化により自走
できる持続的な体制づくりを目標として再生

3 愛知県岡崎市 人流データ等を活用したスマートシティ推進とまちなか再生を連動させ、民間投資
による開発を誘導

4 大阪府松原市 大型商業施設開業による人流を、駅前商店街への回遊性を高めることにより活性化

5 大阪府門真市 門真市駅から西三荘駅の間にウォーカブルエリアを形成し、ものづくりを絡めた賑
わいを創出

まちなか再生支援事業
まちなか空間の再生を支援

問合せ先    ��開発振興部開発振興課　 tel: 03-3263-5758　e-mail: kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
事業概要について詳細は財団ホームページをご覧ください。➡

事業内容▶ �Society5.0の様々な可能性を活用する地域を実現するため、地域イノベーション連携につい
てモデルとなる市町村によるケーススタディを行い、成果を全国に発信するとともに、地方創
生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。令和４年度は以下の
事業を採択しました。

No. 採択自治体 事業概要

1 愛知県豊橋市
〇官民一体型新ビジネス創出事業（Urban�Innovation�TOYOHASHI）
　・スタートアップ企業と市の職員が協働して地域課題の解決策を開発する
　　「Urban�Innovation�TOYOHASHI」の発展モデル構築

2 福岡県新宮町

〇SSX推進イノベーション事業
　・市街地、離島・中山間地域ごとにある多様な地域課題をDXで解決をめざす
　　地域イノベーション連携モデルの構築
　　SSX…Singu�Sustainability�Transformation

地域イノベーション連携モデル事業
Society5.0 の様々な可能性を活用する地域イノベーションの実現
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問合せ先    ��地域再生部地域再生課　 tel: 03-3263-5736　e-mail: saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp
事業概要について詳細は財団ホームページをご覧ください。➡

①外部専門家活用助成
事業内容▶�地域再生に取り組む市区町村（指定都市を除く）が、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを

有する外部専門家を活用する場合に、当財団がその費用の一部を助成するものです。令和４年
度は以下の事業を採択しました。

No. 採択自治体 事業名

1 北海道寿都町 ～観光不条件立地の新たな観光ビジネス戦略～寿の都から始めるエリア観光戦略推進
事業

2 北海道厚真町
北海道栗山町 広域連携による新関係人口構築デザイン

3 山形県庄内町 庄内町ブランドの構築による地域の稼ぐ力創出事業

4 福島県郡山市 外国人目線を活用した「地域課題と向き合うふるさとづくり」事業

5 茨城県鉾田市 産学官が連携した「まちの未来を創るチャレンジプロジェクト」

6 栃木県下野市 「東の飛鳥」による歴史文化を活かしたまちづくり事業～アフターコロナに向けて～

7 千葉県銚子市 銚子資産を活かした「学び」でつながる関係人口創出事業

8 東京都あきる野市 東京五日市せせらぎプロジェクト～持続可能な地域活性化に向けた新たな人材発掘と
育成事業

9 大阪府島本町 京となにわが出会う場所（まち）「島本町」リノベーション大作戦事業

10 広島県府中市 持続可能な「産業（ものづくり）×文化 ×観光」ビジネス創出事業

11 山口県萩市 「魚が美味しい町・萩」活魚流通プロジェクト

12 徳島県東みよし町 世界農業遺産 ×デザイン地域資源発掘・課題解決事業

13 福岡県添田町 修験ツーリズム　英彦山観光地域づくり造成事業

14 福岡県大刀洗町 大刀洗町及びさくら市場のブランド構築事業　

地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・雇用創出の仕組みづくりに向けた取組を支援
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No. 採択自治体 事業名

15 長崎県波佐見町 地域循環モデル構築をベースとした地域価値創造事業

16 鹿児島県南大隅町 関係人口拡大創出プロジェクト事業

17 鹿児島県知名町
北海道利尻町 関係人口と地域の担い手獲得のための広域連携事業

②外部専門家派遣（短期診断）
事業内容▶�地域再生に取り組もうとする市区町村（指定都市を除く）に対して、当財団から外部専門家を

派遣し、必要な助言等を行うものです。外部専門家は、現地調査を行い、地域課題の抽出や課
題解決に向けた方向性の提言を行います。令和４年度は以下の市区町村を採択しました。

No. 採択自治体 派遣申請内容

1 茨城県高萩市 高萩駅前商店街を中心とした、市の中心市街地の再活性化について

2 千葉県船橋市 市内北部エリアの魅力発信や、市民による持続可能な経済循環モデルの構築について

3 石川県かほく市 観光拠点や地場産品開発などの機能を有する地域商社の立ち上げや観光施設の新規構
築について

4 長野県長野市 長沼・豊野地区における東日本台風被害からの復興を企図した地域活性化策及びまち
づくり計画について

5 広島県福山市 東村町における住民による地域の将来像を描ける持続可能な地域コミュニティの再構
築について

6 愛媛県松山市 久谷地域における多くの資源、里山の食文化の可能性を広げる持続的なまちづくりに
ついて



新たな特産品となる国産アボカド 全国的にも珍しい並列鳥居の諏訪神社

神秘的な雄川の滝

南大隅町

鹿児島市
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融資部企画調整課　大倉野 史晃
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で
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
苦
労
が
あ
る
中
、
自
治
体
の
将
来
に
向
け
て
今
考
え

得
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
目
に
し
、
多
く
の
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。
特
に
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
携
研
究
会
で
行
っ

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
先
進
自
治
体
の
内
部
の
キ
ー
マ
ン
か
ら
お

話
を
伺
い
、
注
目
さ
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
に
は
、
実

現
に
向
け
た
知
識
や
人
脈
は
も
ち
ろ
ん
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

初
め
て
九
州
を
飛
び
出
し
、
東
京
へ
転
居
し
、
移
動
手
段
は
自

家
用
車
か
ら
地
下
鉄
へ
変
わ
り
ま
し
た
。
長
く
田
舎
暮
ら
し
だ
っ

た
こ
と
や
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
だ
っ
た
た
め
、
メ
イ
ン
の
移
動
方
法

が
鉄
道
と
徒
歩
に
な
る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
し
ば
ら
く
あ
り
ま
し

た
。
少
し
歩
け
ば
、
テ
レ
ビ
で
観
た
こ
と
の
あ
る
場
所
や
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
も
多
く
、
車
移
動
を
し
て
い
た
こ
ろ
よ
り
も
歩
く

習
慣
が
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
財
団
で
働
く
期
間
も
折
り

返
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
見
た
こ
と
や
経
験
し
学
ん
だ

こ
と
を
、
南
大
隅
町
に
戻
っ
て
生
か
せ
る
よ
う
残
り
の
期
間
も
努

め
て
い
き
ま
す
。
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活力と魅力あふれる地域づくりのために


